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本
山
提
要

【
題
意
】

『
無
量
寿
経
』
三
輩
段
に
は
、
念
仏
の
他
に
諸
行
が
往
生
の
行
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
源
空

（
法
然
）
聖
人
が
、『
選
択
集
』「
三
輩
章
」
で
廃
・
助
・
傍
の
三
義
を
も
っ
て
廃
立
に
帰
す
る
と
さ
れ
た
義
を

窺
い
、
宗
祖
に
お
け
る
相
承
と
そ
の
正
意
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
無
量
寿
経
』
三
輩
段

『
選
択
集
』「
三
輩
章
」（
文
は
省
略
す
る
）

【
釈
名
】

「
廃
」「
助
」「
傍
」

【
義
相
】

一
、
源
空
聖
人
の
廃
助
傍
義

①
『
選
択
集
』「
三
輩
章
」
の
義

②
『
漢
語
灯
録
』「
大
経
釈
」
の
義

③
廃
立
の
論
拠

二
、
浄
土
異
流
の
義

①
鎮
西
義

②
西
山
義

三
、
宗
祖
の
義

①
善
導
・
源
空
義
の
相
承

②
廃
助
傍
の
所
拠

③
「
行
信
」
の
廃
立

四
、
要
真
二
門
と
権
仮
方
便

①
方
便
行
信
の
設
意

②
信
前
信
後
の
助
傍

【
題
意
】

『
大
経
』
三
輩
段
に
は
諸
行
と
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
が
説
か
れ
て
い
る
。
何
の
た
め
に
諸
行
が
説
か
れ
た
の
か
、

そ
の
仏
意
を
『
選
択
集
』
三
輩
章
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
選
択
集
』「
三
輩
章
」（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1214

頁
～
）

三
輩
念
仏
往
生
の
文

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1216

頁
）

問
ひ
て
い
は
く
、
こ
の
釈
い
ま
だ
前
の
難
を
遮
せ
ず
。
な
ん
ぞ
余
行
を
棄
て
て
た
だ
念
仏
と
い
ふ
や
。

答
へて
い
は
く
、
こ
れ
に
三
の
意
あ
り
。

一
に
は
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。
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二
に
は
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。

三
に
は
念
仏
・諸
行
の
二
門
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。

（
中
略
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1220

頁
）

お
ほ
よ
そ
か
く
の
ご
と
き
の
三
義
不
同
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
と
も
に
こ
れ
一
向
念
仏
の
た
め
の
所
以
な
り
。
初
め

の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
廃
立
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
諸
行
は
廃
せ
ん
が
た
め
に
説
く
、
念
仏
は
立
せ
ん
が
た
め

に
説
く
。
次
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
助
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
の
正
業
を
助
け
ん
が
た
め
に
諸
行
の

助
業
を
説
く
。
後
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
傍
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
・
諸
行
の
二
門
を
説
く
と
い
へ
ど

も
、
念
仏
を
も
つ
て
正
と
な
し
、
諸
行
を
も
つ
て
傍
と
な
す
。
ゆ
ゑ
に
三
輩
通
じ
て
み
な
念
仏
と
い
ふ
。
た
だ
し

こ
れ
ら
の
三
義
は
殿
最
知
り
が
た
し
。
請
ふ
、
も
ろ
も
ろ
の
学
者
、
取
捨
心
に
あ
り
。
い
ま
も
し
善
導
に
よ
ら

ば
、
初
め
（廃
立
）を
も
つ
て
正
と
な
す
の
み
。

【
釈
名
】

廃

諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は

①
い
へ
が
か
た
む
く
。
か
た
む
く
②
ふ
す
。
ふ
せ
る
。
③
お
ち
る
。
④
す
た
れ
る
。
⑤
足
の
な
い
う
つ
わ
⑥
す

て
る
。
⑦
お
く
。
と
め
て
お
く
。
⑧
た
く
は
へ
る
。
⑨
か
は
る
⑩
大
き
い
⑪
な
ら
ふ
。
⑫
や
む
⑬
う
ご
く
⑭
は

ね
る

と
い
う
意
味
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ

い
ず
れ
を
取
る
か
。

Ａ

「
⑥
す
て
る
」
を
取
る
。「
す
て
る
」
に
は

廃
棄
・
廃
捨
す
て
る
、
廃
止
や
め
る
、
廃
去
さ
る
、
廃
除
の
ぞ
く
、
廃
退
し
り
ぞ
け
る
・
用
い
な
い

と
い
う
意
味
が
あ
る
。

立
●

廃
と
対
義
語
と
な
る
立
と
は

①
た
て
る
樹
立

組
織
・
き
ま
り
、
仕
事
の
基
礎
な
ど
を
し
っ
か
り
き
め
る
。（
自
立
。
立
国
。
立
法
度
。）

②
た
つ
。
た
て
る
。
位
に
即
く
。
取
り
上
げ
て
位
に
即
か
せ
る
。
跡
継
ぎ
に
決
め
る
。

廃
立
ハ
イ
リ
ツ

今
の
君
主
を
や
め
さ
せ
て
別
の
人
を
君
主
と
す
る
こ
と
（
史
記
、
後
漢
書
な
ど
）。
廃
は
辞

め
さ
せ
る
。
立
は
即
位
さ
せ
る
。

今
は

諸
行
を
廃
棄
し
て

念
仏
を
樹
立
す
る

こ
と
を
い
う
。

『
大
経
』
三
輩
段
で
は

廃
棄

諸
行
（
出
家

発
菩
提
心

持
戒

起
立
塔
像
な
ど
）

樹
立

念
仏

と
い
う
内
容
に
な
る
が
、
義
相
に
譲
る
。

助

諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は

①
左
佐
乍
た
す
け
る
。
手
だ
す
け
す
る
。
力
を
貸
す
。
②
た
す
け
③
益
ま
す
。
利
益
す
る
。
④
成
な
す

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ

い
ず
れ
を
取
る
か
。
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Ａ

①
④
。
手
助
け
し
、
力
を
添
え
て
事
を
成
し
と
げ
る
。
扶
助
・
助
成
の
意

今
は
諸
行
や
助
業
が
能
助
。
念
仏
が
所
助
。

「
散
善
義
」
の
正
助

正

正
定
業
の
略
称

（
正
決
定
）
正
当
な
る
決
定
往
生
の
行
業
。

（
正
選
定
）
五
正
行
中
第
四
の
称
名
は
、
第
十
八
願
所
誓
の
行
な
る
が
故
に
正
定
業
と
い
う

助

助
業
の
略
称

（
扶
助
）

正
定
業
た
る
称
名
を
扶
助
す
る
行
業

（
助
伴
）

正
定
業
に
随
伴
す
る
行
業

正
助
の
物
体正

定
業

称
名

助
業

①
（「
散
善
義
」）
読
誦
、
観
察
、
礼
拝

と

讃
嘆
供
養
。

（『
礼
讃
』）
身
業
礼
拝
門
、
口
業
讃
嘆
門
、
意
業
憶
念
観
察
門
、
作
願
門
、
回
向
門

②
（『
大
経
』）
出
家

発
菩
提
心

持
戒

起
立
塔
像
な
ど

（『
往
生
要
集
』）
大
菩
提
心
、
護
三
業
、
深
信
、
至
誠
、
常

と

随
願

正
の
釈
名
に
正
当
正
直
を
取
る
と
、
正
助
は
厳
密
に
は
対
目
に
な
ら
な
い

正
行

正
当
、
正
直
ま
っ
す
ぐ
（
傾
邪
に
対
す
）

浄
土
に
正
当
正
対
す
る
往
生
の
行
業

阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
ま
っ
す
ぐ
ま
さ
し
く
往
生
す
る
行
業

雑
行

邪
曲浄

土
に
不
当
な
行
業
を
邪
曲
し
て
往
生
の
業
と
す
る

此
土
入
聖
・
他
方
浄
土
・
世
俗
の
道
徳
の
行
を
曲
げ
て
往
生
行
に
転
じ
た
行
業

雑
多

「
雑
行
無
量
な
り
。
具
に
述
ぶ
る
に
遑
あ
ら
ず
」（
二
行
章
）

間
雑

「
人
天
菩
薩
等
の
解
行
、
雑
せ
る
が
ゆ
え
に
雑
と
い
へ
り
」（
観
経
隠
顕197
）

雑
通

「
純
極
楽
之
行
に
非
ず
。
人
天
及
び
三
乗
に
通
ず
。
亦
十
方
浄
土
に
通
ず
。

モ
ハ
ラ

故
に
雑
と
云
う
也
。」（
二
行
章1263

）

こ
の
正
行
の
中
で
正
定
業
と
助
業
を
対
目
に
し
た
場
合
、
助
は
扶
助
、
助
成
の
字
義
な
の
で
、
正
定
業
を
た
す

け
る
行
業
で
あ
る
。

能
助
と
所
助
の
関
係
す
な
わ
ち
正
定
業
と
助
業
の
関
係
は
君
主
と
下
臣
、
監
督
と
助
監
督
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
か
ら
、
正
の
字
義

正
＝

君
・
主
・
長

を
さ
、
か
し
ら

に
あ
た
り
、
助
は
こ
れ
に
附
随
・
随
伴
し
て
そ
の
仕
事
を
輔
佐
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
「
助
伴
」
の
義
が
あ
る
。

扶
助
は
も
と
も
と
の
意
味
。
助
伴
は
義
か
ら
立
て
た
意
味
。

《
参
考
》
諸
師
の「
正
助
二
業
」の
名
義

●
（
円
月
師
）（『
真
宗
叢
書
』
２
、
２
４
５
）

正
「
从
一
・
一
以
止
」（
一
に
し
た
が
う
、
一
を
も
っ
て
と
ま
る
）
一
を
守
っ
て
動
か
な
い
。
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た
だ
し
い
・
自
ら
専
の
義
に
合
す
。『
疏
』
に
「
専
依
往
生
経
行
行
者
是
名
正
行
」
の
意
。

ま
っ
す
ぐ
・
正
真
也
、「
方
直
不
曲
謂
之
正
」
と
、
邪
に
対
す
。
正
定
業
の
正
の
意
。

か
し
ら
（
お
さ
）
正

君
也
主
也
長
也

助

佐
の
義

直
接
手
を
下
し
て
た
す
け
る
。
手
だ
す
け
す
る
。
心
で
た
す
け
る
。

は
げ
ま
し
て
な
し
と
げ
さ
せ
る
。

扶
の
義

往
因
を
扶
助
す
る
の
義
に
約
す
る
時
（
要
門
）

修
相
を
扶
助
す
る
時

（
弘
願
）

（
石
泉
師
）正

長
の
義

君
の
義

助

佐
の
義

輔
の
義

扶
助
・
佐
助
・
輔
助
の
義
。

前
三
後
一
の
助
業
が
正
業
の
弘
通
を
扶
助
す
る
。

（
善
譲
師
）『

選
択
集
指
津
録
』

正

主
の
義

助

佐
の
義

『
論
要
』

正

長
の
義

君
の
義

助

佐
の
義

輔
の
義

君
正
臣
佐
の
意

（
月
珠
師
）

『
対
問
記
』『
水
月
記
』

正
定
業

正
決
定
業
（
称
名
は
衆
生
往
生
を
正
し
く
決
定
す
る
の
業
因
な
る
が
故
に
）

助

扶
佐
の
義

称
名
に
随
伴
し
て
如
実
の
行
相
を
助
成
す
る
因
を
助
成
す
る
意
で
な
い

称
名
す
で
に
正
決
定
の
業
因
と
い
い
、
往
因
円
満
し
て
欠
く
る
こ
と
な
し
。
若
し
助
を
か
っ
て
往
因

を
成
ず
る
と
な
れ
ば
、
正
定
業
と
名
ず
く
る
こ
と
を
得
ず

業

業
因

正
定
業
に
つ
く

因
体

業
作

助
業
に
つ
く

修
相
に
つ
く

据
正
定
業
＝
助
業
は
正
定
業
の
順
彼
仏
願
の
行
な
る
に
対
し
、
非
本
願
の
行
要
門
定
散
行
（
因
体
）

据
助
業

＝
正
定
業
は
念
仏
の
修
相
を
扶
助
し
て
如
実
の
行
を
成
ず
る
、
即
ち
称
名
を
主
と
し
て
前

三
後
一
を
そ
の
助
佐
と
し
正
助
と
も
に
弘
願
行
者
の
報
恩
の
修
相

傍

諸
橋
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は

一

①
か
た
は
ら
。
て
ぢ
か
。
そ
ば

二

左
右
に
付
き
従
ふ
。
侍
る
。

三

ち
か
づ
く
。
よ
る
。

四

や
む
を
得
な
い
さ
ま

Ｑ

い
ず
れ
を
取
る
か
。

Ａ

一
、
二

そ
ば
に
付
き
従
ふ
。

正
は
主
の
義

直
系
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傍
は
従
の
義

傍
系
（
直
系
か
ら
分
岐
し
た
支
系
）

傍
出
（
横
か
ら
出
る
。
わ
き
か
ら
出
る
）

二
門
章

1255

正
明
往
生
浄
土
教

三
経
一
論

正

往
生
浄
土
を
主
た
る
本
来
の
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
経

傍
明
往
生
浄
土
教

『
華
厳
経
』『
法
華
経
』
な
ど
で
は

正

成
仏
を
主
た
る
本
来
の
目
的
、
し
か
も
此
土
入
聖
が
本
来
の
目
的
と
し
て
説
か
れ
た
経

傍

往
生
浄
土
は
主
た
る
目
的
で
は
な
く
、
副
（
そ
え
も
の
）
と
し
て
説
か
れ
た
経

此
土
で
成
仏
で
き
な
か
っ
た
者
に
、
修
行
を
続
け
る
場
と
し
て
往
生
が
説
か
れ
る
。

20220729更新 廃助傍義



- 7 -

【
義
相
】
一
、
源
空
聖
人
の
廃
助
傍
義

『
大
経
』「
三
輩
章
」
を
読
む

Ｑ

『
選
択
集
』
三
輩
章
の
標
章
如
何

Ａ

「
三
輩
念
仏
往
生
の
文
」

Ｑ

ど
う
い
う
意
味
か
？

Ａ

『
大
経
』
三
輩
段
は
念
仏
往
生
を
説
い
て
い
る
と
い
う
意
味

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
段
の
往
因
と
往
生
の
様
子
を
示
せ

Ａ

上
輩

中
輩

下
輩

状
態

（
出
家
）
捨
家
棄
欲

（
在
家
）
不
能
行

（
在
家
無
善
）
仮
使
不
能
作
諸
功
徳

作
沙
門

作
沙
門
大
修
功
徳

諸
行

発
菩
提
心

当
発
無
上
菩
提
之
心

当
発
無
上
菩
提
之
心

念
仏

一
向
専
念
無
量
寿
仏

一
向
専
念
無
量
寿
仏

一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量
寿
仏

（
欲
生
）
願
生
其
国

（
信
楽
）
若
聞
深
法
歓
喜
信
楽
不
生
疑
惑

（
行
）
乃
至
一
念

（
至
心
）
念
於
彼
仏
以
至
誠
心
願
生

諸
行

修
諸
功
徳

多
少
修
善

奉
持
斎
戒

願
生
彼
国

起
立
塔
像

飯
食
沙
門

懸
繒
然
灯
散
華
焼
香

以
此
廻
向
願
生
彼
国

往
生

（
真
仏
来
迎
）

（
化
仏
来
迎
）

（
夢
中
見
仏
）

（
臨
終
此
等
衆
生
臨
寿
終
時
無
量
其
人
臨
終
無
量
寿
仏
化
此
人
臨
終
夢
見
彼
仏
亦
得
往
生
功
徳
智
慧

見
仏
）
寿
仏
与
諸
大
衆
現
其
人
前
現
其
身
光
明
相
好
具
如
次
如
中
輩
者
也

即
随
彼
仏
往
生
其
国
便
於
真
仏
与
諸
大
衆
現
其
人

七
宝
華
中
自
然
化
生
住
不
前
即
随
化
仏
往
生
其
国

退
転
智
慧
勇
猛
神
通
自
在
住
不
退
転
功
徳
智
慧
次

是
故
阿
難
其
有
衆
生
欲
於
如
上
輩
者
也

今
世
見
無
量
寿
仏
応
発
無

上
菩
提
之
心
修
行
功
徳
願

生
彼
国

Ｑ

三
輩
に
共
通
す
る
往
因
は
何
か

Ａ

菩
提
心
と
念
仏
（
一
向
専
念
無
量
寿
仏
、
一
向
専
意
乃
至
十
念
念
無
量
寿
仏
）

Ｑ

往
因
に
つ
い
て
上
中
下
の
違
い
は
何
か

Ａ

上
輩

出
家
し
て
諸
功
徳
を
修
す
る

中
輩

在
家
で
多
少
の
善
を
修
す
る

下
輩

無
善

20220729更新 廃助傍義



- 8 -

Ｑ

三
輩
に
共
通
す
る
得
益
は
何
か

Ａ

臨
終
に
見
仏
す
る
こ
と

Ｑ

見
仏
に
つ
い
て
三
輩
の
違
い
は
な
に
か

Ａ

上
輩

真
仏
が
来
迎
す
る

中
輩

化
仏
が
来
迎
す
る

下
輩

夢
の
中
で
見
仏
す
る

Ｑ

生
因
三
願
を
読
め

Ａ

⑱
設
我
得
仏
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
国
乃
至
十
念
若
不
生
者
不
取
正
覚
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法

⑲
設
我
得
仏
十
方
衆
生
発
菩
提
心
修
諸
功
徳
至
心
発
願
欲
生
我
国
臨
寿
終
時
仮
令
不
与
大
衆
囲
繞
現

其
人
前
者
不
取
正
覚

⑳
設
我
得
仏
十
方
衆
生
聞
我
名
号
係
念
我
国
植
諸
徳
本
至
心
廻
向
欲
生
我
国
不
果
遂
者
不
取
正
覚

Ｑ

菩
提
心
・
念
仏
・
諸
功
徳
、
臨
終
見
仏
は
ど
の
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

⑱
念
仏

⑲
菩
提
心

諸
功
徳

臨
終
見
仏

⑳
念
仏

【
参
考

異
訳
の
三
輩
段
と
生
因
三
願
】

『
大
阿
弥
陀
経
』の
三
輩
は
生
因
三
願
（第
五
願
第
六
願
第
七
願
）
の
成
就
文
と
な
っ
て
い
る

・
（『
聖
典
全
書
』一
巻129

頁
）

（165
頁
）

第
五
願

前
世
作
悪

聞
名

第
三
輩

第
六
願

在
家
善
人

作
善
（布
施

塔
を
め
ぐ
る

焼
香

散
花
な
ど
）

第
二
輩

第
七
願

出
家
善
人

六
波
羅
蜜

第
一
輩

第
二
輩
と
第
三
輩
に
は
胎
化
が
説
か
れ
る

『
大
阿
弥
陀
経
』
と『
平
等
覚
経
』
に
は『
無
量
寿
経
』
第
十
一
願
第
十
七
願
第
十
八
願
成
就
文
に
相
当
す
る

・文
が
な
い
。

『
無
量
寿
経
』
と『
如
来
会
』

・
第
十
一
願
第
十
七
願
第
十
八
願
成
就
文
の
あ
と
に
三
輩
往
生
が
あ
る
。
ま
た
胎
化
段
は
別
に
設
け
て
あ
る
。

【
参
考

三
カ
所
の
乃
至
一
念
】

法
然
聖
人

『
選
択
集
』利
益
章
（『
聖
典
全
書
』一
巻1281

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1223

頁
）

い
ま
こ
の「
一
念
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
上
の
念
仏
の
願
成
就
（
第
十
八
願
成
就
文
）
の
な
か
に
い
ふ
と
こ
ろ
の
一
念
と
下
輩
の

弥
勒
付
属

な
か
に
明
か
す
と
こ
ろ
の
一
念
と
を
指
す
。

（
文
意
）『
大
経
』
に
は「
乃
至
一
念
」
の
語
が
３
カ
所
あ
る
が
、
称
名
に
利
益
が
説
か
れ
る
の
は
弥
勒
付
属
に
お
い
て
説
か

れ
た
。

…
…
三
カ
所
と
も
行
の
一
念
と
読
ん
で
お
ら
れ
る
。

宗
祖
は

（行
）弥
勒
付
属

（信
）本
願
成
就
文

（
判
釈
な
し
）三
輩
段
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①
『
選
択
集
』「
三
輩
章
」の
義

本
文

メ
モ

私
に
問
ひ
て
い
は
く
、
上
輩
の
文
の
な
か
に
、
念
仏
の
ほ
か
に
ま

問

上
輩
に
は
念
仏
の
他
に
捨
家
棄
欲

た
捨
家
棄
欲
等
の
余
行
あ
り
。
中
輩
の
文
の
な
か
に
、
ま
た
起
立

等
の
余
行
が
あ
る
。
中
輩
に
は
起
立
塔

塔
像
等
の
余
行
あ
り
。
下
輩
の
文
の
な
か
に
、
ま
た
菩
提
心
等
の

像
等
の
余
行
が
あ
る
。
下
輩
に
は
菩
提

余
行
あ
り
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
唯
だ
念
仏
往
生
と
い
ふ
や
。

心
等
の
余
行
が
あ
る
。
ど
う
し
て
唯
だ
念

仏
往
生
と
い
え
る
の
か
。

答
へ
て
い
は
く
、
善
導
和
尚
の『
観
念
法
門
』に
い
は
く
、「
ま
た
こ
の

答

『
観
念
法
門
』

『
経
』（大
経
）の
下
巻
の
初
め
に
の
た
ま
は
く
、

〈
仏
（釈
尊
）、
一
切
衆
生
の
根
性
の
不
同
を
説
き
た
ま
ふ
に
、
上
・
一
切
衆
生
の
根
性
の
不
同
＝
上
中
下

中
・下
あ
り
。

（修
行
能
力
に
差
が
あ
る
）

そ
の
根
性
に
随
ひ
て
、
仏
、
み
な
専
ら
無
量
寿
仏
の
名
を
念
ぜ
よ

修
行
能
力
に
差
が
あ
る
一
切
衆
生
に

と
勧
め
た
ま
ふ
。

専
念
無
量
寿
仏
名
と
勧
め
た

そ
の
人
命
終
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
（
阿
弥
陀
仏
）
、
聖
衆
と
み

念
仏
す
る
人
の
臨
終
に
は
来
迎

づ
か
ら
来
り
て
迎
接
し
た
ま
ひ
て
、
こ
と
ご
と
く
往
生
を
得
し
め

得
往
生

た
ま
ふ
〉
」
と
。
こ
の
釈
の
意
に
よ
る
に
、
三
輩
と
も
に
念
仏
往
生

と
い
ふ
。

問
ひ
て
い
は
く
、
こ
の
釈
い
ま
だ
前
の
難
を
遮
せ
ず
。
な
ん
ぞ
余

問

余
行
と
念
仏
で
往
生
す
る
の
で
は

行
を
棄
て
て
た
だ
念
仏
と
い
ふ
や
。

な
く
、
余
行
を
棄
て
て
唯
だ
念
仏
往
生

と
い
う
の
は
な
ぜ
か
。

答
へ
て
い
は
く
、
こ
れ
に
三
の
意
あ
り
。

答

諸
行
の
説
意

一
に
は
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸

①
廃
棄
諸
行

帰
入
念
仏
せ
し
む

行
を
説
く
。

二
に
は
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。

②
諸
行
が
念
仏
を
助
成
す
る
こ
と
を
示

す

三
に
は
念
仏
・
諸
行
の
二
門
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て

③
念
仏
に
も
上
中
下
、
諸
行
に
も
上
中

ん
が
た
め
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
。

下
の
差
が
あ
る
事
を
示
す

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
章
に
往
因
は
何
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ

念
仏
と
そ
の
他
菩
提
心
等
の
諸
行
。

Ｑ

法
然
聖
人
は
ど
う
し
て
「
三
輩
念
仏
往
生
」
と
念
仏
に
か
ぎ
る
と
い
う
の
か
。

Ａ

釈
尊
は
三
輩
す
べ
て
に
「
専
念
弥
陀
仏
名
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
一
切
衆
生
の
根
性
に
随
っ
て
と
も
に
念
仏

往
生
せ
し
む
。

Ｑ

余
行
を
棄
て
よ
と
は
言
わ
れ
て
い
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

諸
行
と
念
仏
が
説
か
れ
た
説
意
は
三
義
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
廃
立
）
諸
行
を
廃
し
て

念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
に
。

二

（
助
正
）
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
。
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三

（
傍
正
）
各
三
品
を
立
て
ん
が
た
め
。

お
の
お
の

（
内
）
の
語
は
（『
聖
典
全
書
』
二
巻1278

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1220

頁
）

廃Ｑ

第
一
義
の
「（
廃
立
）
諸
行
を
廃
し
て

念
仏
に
帰
せ
し
め
ん
が
た
め
に
」
の
釈
相
如
何
。

Ａ

釈
尊
が
三
輩
段
に
諸
行
と
念
仏
を
説
か
れ
た
の
は
、諸
行
を
廃
棄
廃
捨
し
て
、念
仏
を
樹
立
す
る
た
め
に
。

Ｑ

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
わ
か
る
？

Ａ

念
仏
に
は
「
一
向
専
念
」
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

Ｑ

「
一
向
専
念
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

余
を
兼
ね
ざ
る
こ
と
。
諸
行
を
廃
し
て
た
だ
念
仏
を
用
ゐ
る
が
ゆ
ゑ
に
一
向
と
い
ふ
。

Ｑ

指
南
有
り
や
。

Ａ

「
散
善
義
」
流
通
分

付
属
釈
（『
聖
典
全
書
』
一
巻792

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇500

頁
）

六
に
「
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
」
よ
り
以
下
は
、
ま
さ
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、
遐
代
に
流

通
せ
し
め
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す
。
上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む

る
に
、
意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
。

Ｑ

そ
れ
は
『
観
経
』
の
こ
と
で
、『
大
経
』
三
輩
に
関
係
な
い
。

Ａ

元
祖
は
『
大
経
』
三
輩
と
『
観
経
』
九
品
は
開
合
の
異
で
あ
る
と
い
う
。

Ｑ

指
南
有
り
や

Ａ

お
そ
ら
く

（
曇
鸞
大
師
撰
）『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
三
輩
往
生
（『
聖
典
全
書
』
一
巻558
頁
）

『
無
量
寿
経
』
の
中
に
は
唯
三
輩
有
り
、
上
中
下
な
り
。『
無
量
寿
観
経
』
の
中
に
は
一
品
の
中
を

又
分
ち
て
上
中
下
と
為
し
て
、
三
々
に
し
て
九
な
り
、
合
し
て
九
品
と
為
す
。

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
と
『
観
経
』
九
品
の
行
業
は
同
じ
な
の
か
。

Ａ

同
じ
。『

往
生
要
集
』
大
文
第
九
往
生
諸
行
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1200

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1106

頁
）

（『
観
経
』
の
行
業
を
挙
げ
た
あ
と
、）

『
双
巻
経
』
の
三
輩
の
業
も
亦
此
を
出
で
ず
。
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Ｑ

『
大
経
』
と
『
観
経
』
の
念
仏
と
諸
善
を
説
明
せ
よ
。

Ａ

『
大
経
』
三
輩

『
観
経
』

「
玄
義
分
」669

「
散
善
義
」

流
通
分792

出
家

日
水
地
宝
樹
宝
池
宝
楼
華
座

定
観
察

菩
提
心

像
真
身
観
音
勢
至
普
雑
想

一
向
専
念

（
上
上
品
）

散

行
福

諸
功
徳

三
心

遇
大
凡
夫

慈
心
不
殺
具
諸
戒
行

上
輩

読
誦
大
乗
方
等
経
典

修
行
六
念

（
上
中
品
）

不
必
受
持
方
等
経
典
善
解
義
趣
於
第
一
義

心
不
驚
動
深
信
因
果
不
謗
大
乗

上
下
品

信
因
果
、
不
謗
大
乗

但
発
無
上
道
心

一
向
専
称

在
家

（
中
上
品
）

戒
福

弥
陀
仏
名

菩
提
心

五
戒
、
八
戒
斎

（
出
家
）
遇
小
凡
夫

一
向
専
念

諸
戒
不
造
五
逆
無
諸
過
患

中
輩

（
中
中
品
）

戒
福

八
戒
斎
、
沙
弥
戒
、
具
足
戒

（
在
家
）

（
中
下
品
）

世
福

孝
養
父
母
行
世
仁
慈

在
家

（
下
上
品
）

念
仏

無
善

聞
十
二
部
経
首
題
名
字

遇
悪
凡
夫

菩
提
心

合
掌
称
南
無
阿
弥
陀
仏

（
下
中
品
）

聞
法

下
輩

説
阿
弥
陀
仏
十
力
威
徳
広

説
彼
仏
光
明
神
力
亦
讃
戒
定
恵
解
脱
知
見

此
人
聞
已

（
下
下
品
）

念
仏

具
足
十
念
称
南
無
無
量
寿
仏
称

Ｑ

元
祖
の
問
答
に
基
づ
い
て
問
う
。『
大
経
』
三
輩
に
は
皆
「
念
仏
」
と
い
い
、『
観
経
』
で
は
下
品
で
は
じ

め
て
念
仏
が
出
て
く
る
。
開
合
に
な
っ
て
い
な
い
。
如
何
。

Ａ

Ｎ
ｏ
。
九
品
に
は
皆
念
仏
が
あ
る
。
下
品
の
念
仏
は
そ
の
一
端
を
示
し
た
だ
け
で
、
念
仏
は
能
力
の
優
劣

に
随
っ
て
上
上
品
ま
で
通
ず
る
。

『
往
生
要
集
』（
下
）
に
い
は
く
、「
問
ふ
。
念
仏
の
行
、
九
品
の
な
か
に
お
い
て
こ
れ
い
づ
れ
の
品

の
摂
ぞ
や
。
答
ふ
。
も
し
説
の
ご
と
く
行
ぜ
ば
、
理
上
上
に
当
れ
り
。
か
く
の
ご
と
く
そ
の
勝
劣
に

随
ひ
て
九
品
を
分
つ
べ
し
。
し
か
る
に
『
経
』（
観
経
）
に
説
く
と
こ
ろ
の
九
品
の
行
業
は
こ
れ
一
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端
を
示
す
。
理
実
に
無
量
な
り
」
と
。｛
以
上
｝

Ｑ

『
観
経
』
九
品
に
念
仏
が
通
ず
る
と
い
う
根
拠
は
『
観
経
』
に
あ
る
か
？

Ａ

流
通
分

付
属
の
文
に
『
観
経
』
の
要
点
を
示
し
て
、

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、「
な
ん
ぢ
、
よ
く
こ
の
語
を
持
て
。
こ
の
語
を
持
て
と
い
ふ
は
、
す

な
は
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
と
な
り
」
と
。

Ｑ

三
輩
と
定
善
の
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ

善
導
大
師
は
「
定
散
両
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
」
と
い
っ
て
「
持
無
量
寿
仏
名
」
を
付
属
す
る
と
い
っ
て

い
る
。
法
然
聖
人
は
三
輩
と
九
品
が
開
合
の
意
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
付
属
章
に
は
定
散
の
諸
善
と
念
仏
を

対
比
さ
れ
て
い
る
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1314

頁
）。
宗
祖
は
「
化
身
土
文
類
」
に
『
大
経
』
三
輩
の
文
を
さ

し
て
「『
観
経
』
の
定
散
九
品
之
文
是
也
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
義
は
後
に
宗
祖
の
義
相
で
論
ず
る
。

助Ｑ

第
二
義
「（
助
正
）
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
た
め
に
」
の
釈
相
如
何
。

Ａ

釈
尊
が
三
輩
段
に
諸
行
と
念
仏
を
説
か
れ
た
の
は
、
諸
行
が
念
仏
を
助
成
す
る
こ
と
を
説
き
、
正
業
を
示

す
た
め
で
あ
っ
た
。

Ｑ

何
が
助
け
る
の
か
。

Ａ

二
義
あ
る
。（『
聖
典
全
書
』
一
巻1277

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1218
頁
）

一
に
は
同
類
の
善
根
を
も
つ
て
念
仏
を
助
成
す
。

二
に
は
異
類
の
善
根
を
も
つ
て
念
仏
を
助
成
す
。

同
類
の
善
根
①
（
正
は
本
願
、
助
は
非
本
願
）

●
Ｑ

同
類
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。

Ａ

助
・
正
と
も
に
正
行
と
い
う
同
一
の
類
で
あ
る
よ
う
な
助
正
を
指
す
。

Ｑ

正
行
と
は
何
か
。

Ａ

「
二
行
章
」
の
初
め
に
就
行
立
信
釈
を
引
用
さ
れ
て
い
る
。
曰
く

「
散
善
義
」
就
行
立
信
釈
（『
聖
典
全
書
』
一
巻767

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇463

頁
）

『
選
択
集
』
二
行
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1259

頁
～
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1192

頁
～
）

『
観
経
疏
』
の
第
四
（
散
善
義
）
に
い
は
く
、「
行
に
つ
き
て
信
を
立
つ
と
い
ふ
は
、
し
か
も

行
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
正
行
、
二
に
は
雑
行
な
り
。

正
行

正
行
と
い
ふ
は
、
も
つ
ぱ
ら
往
生
の
経
に
よ
り
て
行
を
行
ず
る
も
の
、
こ
れ
を
正
行
と
名
づ

く
。
い
づ
れ
の
も
の
か
こ
れ
や
。

一
心
に
も
つ
ぱ
ら
こ
の
『
観
経
』・『
弥
陀
経
』・『
無
量
寿
経
』
等
を
読
誦
し
、

一
心
に
も
つ
ぱ
ら
思
想
を
注
め
て
か
の
国
の
二
報
荘
厳
を
観
察
し
憶
念
し
、

も
し
礼
せ
ば
す
な
は
ち
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
か
の
仏
を
礼
し
、

も
し
口
称
せ
ば
す
な
は
ち
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
か
の
仏
を
称
し
、

も
し
讃
歎
供
養
せ
ば
す
な
は
ち
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
讃
歎
供
養
す
。

こ
れ
を
名
づ
け
て
正
と
な
す
。

ま
た
こ
の
正
の
な
か
に
つ
き
て
、
ま
た
二
種
あ
り
。
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正
定
業

一
に
は
一
心
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
の
名
号
を
念
じ
て
、
行
住
坐
臥
時
節
の
久
近
を
問
は
ず
念
々

に
捨
て
ざ
る
も
の
、
こ
れ
を
正
定
の
業
と
名
づ
く
。
か
の
仏
の
願
に
順
ず
る
が
ゆ
ゑ
に
。

助
業

も
し
礼
誦
等
に
よ
る
を
す
な
は
ち
名
づ
け
て
助
業
と
な
す
。

Ｑ

「
三
輩
章
」
で
同
類
の
助
成
は
ど
う
説
明
さ
れ
て
い
る
か
。

Ａ

初
め
に
同
類
の
助
成
と
は
、
善
導
和
尚
の
『
観
経
疏
』
の
中
に
五
種
の
助
行
を
挙
げ
て
念
仏
一
行
を
助
成

す
る
也
。
具
に
上
の
正
雑
二
行
の
中
に
説
く
が
如
し
。

Ｑ

五
種
の
助
行
と
は
？

Ａ

正
行
を
五
つ
に
開
い
た
前
三
後
一
。

（1260

）

往
生
行

正
行

開

読
誦

合

第
四
の
口
称
を
除
き
て
の
外

観
察

（
能
助
）
助
業

読
誦
等
の
四
種
を
以
て
而
も
助
業
と
す

礼
拝

称
名

（
所
助
）
正
定
之
業

上
の
五
種
の
中
の
第
四
の
称
名
を
以
て

正
定
之
業
と
す

讃
歎
供
養

雑
行

「
此
の
正
助
二
行
を
除
き
て
已
外
、
自
余
の
諸
善
を
悉
く
雑
行
と
名
く
」(1261)

Ｑ

四
つ
じ
ゃ
な
い
か

Ａ

元
祖
は
讃
嘆
と
供
養
を
分
け
て
、
六
種
の
正
行
の
う
ち
の
五
種
を
助
業
と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

（
文
証
）
二
行
章
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1260

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1193
頁
）

若
し
讃
嘆
と
供
養
開
し
て
二
と
せ
ば
、
六
種
正
行
と
名
く
べ
し
。

Ｑ

称
名
正
定
業
な
る
理
由
は
？

Ａ

本
願
に
誓
わ
れ
た
行
業
だ
か
ら
。
正
決
定
な
る
理
由
は
正
選
定
だ
か
ら
。

正
し
く
往
生
行
と
し
て
選
定
さ
れ
た
行
業
だ
か
ら
。

Ｑ

前
三
後
一
が
正
定
業
で
な
い
理
由
は
？

Ａ

非
本
願
の
行
の
故
に
。

Ｑ

同
類
の
助
正
義
の
う
え
で
、
三
輩
章
に
念
仏
と
余
行
が
説
か
れ
て
い
る
理
由
は
？

Ａ

本
願
に
誓
わ
れ
て
い
る
称
名
で
往
生
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
、
非
本
願
の
余
行
は
往
因
に
関
与
し
な
い
こ

と
を
明
か
す
。

Ｑ

そ
れ
を
適
示
す
る
法
然
聖
人
の
文
証
如
何
。

Ａ

三
選
の
文
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1324

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1285

頁
）

欲
修
於
正
行

正
助
二
業
中

猶
傍
於
助
業

選
応
専
正
定

正
定
之
業
者

即
是
称
仏
名

称
名
必
得
生

依
仏
本
願
故

Ｑ

「
助
業
を
傍
ら
に
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

Ａ

廃
捨
の
意
。
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Ｑ

そ
ば
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。

Ａ

閣
と
同
じ
で
さ
し
お
く
こ
と
。

（
文
証
）『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
註
釈
版
』666

頁
）

「
欲
修
於
正
行
正
助
二
業
中
猶
傍
於
助
業
」
と
い
ふ
は
、
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
行
・
助
業
二
つ
の
な

か
に
助
業
を
さ
し
お
く
べ
し
と
な
り
。

同
類
の
善
根
②
（
正
助
の
名
目
）

●
Ｑ

同
類
の
善
根
は
何
を
助
け
る
の
か
？

Ａ

称
名
の
相
続
起
行
を
助
成
す
る
。
助
業
は
称
名
に
助
伴
し
て
豊
か
に
念
仏
生
活
を
荘
厳
す
る
。

Ｑ

往
因
を
助
け
る
の
で
は
な
い
の
か
。

Ａ

往
因
は
称
名
正
定
業
の
ひ
と
り
だ
ち
で
あ
っ
て
、
助
け
は
要
ら
な
い
。

『
和
語
灯
録
』
諸
人
伝
説
の
詞25
（『
聖
典
全
書
』
六
巻611

頁
）

本
願
の
念
仏
に
は
ひ
と
り
だ
ち
を
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
な
り
。
助
さ
す
ほ
ど
の
人
は
極
楽

の
辺
地
に
む
ま
る
。

Ｑ

助
け
が
要
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
正
助
と
い
う
名
目
は
成
り
立
た
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

そ
の
通
り
。
助
正
と
い
う
名
目
は
、
安
心
門
（
廃
立
義
）
で
は
成
り
立
た
な
い
。
起
行
門
か
ら
立
っ
た
名

目
で
あ
る
。

ゆ
え
に
法
然
聖
人
は
雑
行
に
対
し
て
五
正
行
全
体
に
五
番
の
徳
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

『
選
択
集
』
二
行
章

二
行
得
失
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1262
頁
～
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1196

頁
）

正
行
と
雑
行
の
得
失
を
明
か
し
て
「
正
助
二
行
を
修
す
る
者
は
」
と
い
っ
て

親
疎
対
、
近
遠
対
、
無
間
有
間
対
、
不
回
向
回
向
対
、
純
雑
対
を
示
さ
れ
る
。

Ｑ

や
は
り
五
正
行
全
体
が
往
因
で
、
そ
こ
に
正
助
の
関
係
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？

Ａ

い
い
え
。
往
因
は
安
心
門
で
語
る
の
で
そ
の
行
業
は
称
名
の
み
。
正
助
の
関
係
は
認
め
な
い
。
た
だ
し
、

安
心
相
続
の
起
行
に
お
い
て
は
正
助
が
あ
る
。

Ｑ

指
南
有
り
や

Ａ

『
往
生
礼
讃
』
前
序
（『
聖
典
全
書
』
一
巻912

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇654

頁
）

安
心
門

三
心
（
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
）

二
種
深
信

煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
本
願
の
称
名
を
決
定
往
生
の
行
と
信
ず
る

（
略
讃
の
み
）

起
行
門

五
念
門

身
業
礼
拝
門

口
業
讃
嘆
門

（
広
讃
の
み
）

意
業
憶
念
観
察
門

作
願
門

回
向
門

作
業
門

四
修

恭
敬
修

無
余
修

無
間
修

長
時
修
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起
行
門
と
は
安
心
門
に
於
い
て
確
立
し
た
念
仏
往
生
の
信
心
が
相
続
し
て
行
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
。

・作
願
・
観
察
二
行
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
止
観
中
心
の
菩
薩
行
で
な
い
こ
と
を
示
す
。
凡
夫
相
応

・の
起
行
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

作
願
・
回
向
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
願
回
向
（
回
向
発
願
心
）に
同
致
せ
し
め
る
。

・讃
嘆
門
下
の
略
讃
称
名
を
安
心
門
に
取
り
出
し
て
、
五
念
門
全
体
を
、
念
仏
往
生
の
信
心
の
相
続
行
と
し

・て
の
宗
教
儀
礼
と
し
て
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

作
業
門
と
は
、
起
行
に
お
け
る
能
修
の
心
相
と
修
相
を
四
修
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

・

真
宗
の
儀
礼
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
『
法
事
讃
』802

に
は

専
称
名
号
・
兼
誦
弥
陀
経

三
因
・
五
念

正
・
助
・
四
修

と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
、
儀
礼
を
作
り
上
げ
て
い
る
。

Ｑ

正
助
の
関
係
は
ど
こ
に
あ
る
？

Ａ

安
心
門
が
正
。
起
行
門
が
助
。

『
往
生
礼
讃
』
日
中
讃
（『
聖
典
全
書
』
一
巻952
頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇704

頁
）

五
門

相
続
し
て

三
因

を
助
く

起
行
門

安
心
門

Ｑ

往
因
を
助
け
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ

称
名
を
中
心
と
し
て
、前
三
後
一
の
助
業
を
も
っ
て
、念
仏
生
活
を
荘
厳
す
る
宗
教
儀
礼
を
行
っ
て
い
く
。

助
業
は
念
仏
生
活
を
荘
厳
す
る
と
い
う
意
味
で
念
仏
を
扶
助
す
る
と
い
っ
て
も
い
い
し
、
念
仏
を
中
心
と
し
て

統
合
さ
れ
た
宗
教
儀
礼
と
い
う
意
味
で
随
伴
と
い
っ
て
も
い
い
。

Ｑ

起
行
門
の
内
容
は
？

Ａ

身
口
意
の
三
業
を
挙
げ
て
発
願
回
向
（
安
心
）
の
生
活
を
す
る
こ
と
。

Ｑ

具
体
的
に
は
？

Ａ

『
和
語
灯
録
』
巻
五

「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻577

頁
～
）

身
業
礼
拝

口
業
讃
嘆

読
経

第19

条
（
毎
日
十
五
巻
読
め
ば
二
十
年
で
十
万
巻
）、

第44

条
（
問

経
千
部
読
む
べ
き
か
？

答
え

さ
も
候
ま
じ
）

126

（
没
後
に
読
経
は
？
一
定
に
て
候
、
す
べ
く
候
。）

12

、32

、33

、43

、47

、93

、113

、114

条
に
も

称
名

第18

条
（
念
仏
の
数
、
一
万
か
ら
十
万
ま
で
、
御
心
に
ま
か
せ
て
）

11

、13

、143

条

意
業
観
察

乱
心

第7

条
（
乱
心
は
凡
夫
の
習
い
。
た
だ
心
を
一
に
し
て
、
よ
く
御
念
仏
）

第104

条
（
腹
の
立
つ
心
、
乱
心
は
わ
ろ
き
こ
と
。
か
ま
え
て
一
心
に
念
仏
し
な

さ
い
）

Ｑ

三
輩
章
の
同
類
助
正
は
廃
立
を
明
か
す
の
か
、
起
行
を
明
か
す
の
か
？

Ａ

名
目
は
起
行
か
ら
立
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
助
正
の
義
は
棄
て
ら
れ
る
の
で
、
廃
立
を
明
か
す
も

の
と
み
る
。
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『
法
事
讃
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻802

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇508

頁
）

た
だ
お
も
ん
み
れ
ば
、
如
来
の
善
巧
総
じ
て
四
生
を
勧
め
、
こ
の
娑
婆
を
棄
て
て
極
楽
に
生
ず
る
こ
と
を
欣

は
し
め
、
も
つ
ぱ
ら
名
号
を
称
し
、
兼
ね
て
『
弥
陀
経
』
を
誦
せ
し
め
た
ま
ふ
。
か
の
〔
浄
土
の
〕
荘
厳
を
識

り
、
こ
の
〔
娑
婆
の
〕
苦
事
を
厭
ひ
て
、
三
因
・
五
念
畢
命
を
期
と
な
し
、
正
助
・
四
修
す
な
は
ち
刹
那
も
間

な
く
、
こ
の
功
業
を
回
し
て
あ
ま
ね
く
含
霊
に
備
へ
て
、
寿
尽
く
れ
ば
台
に
乗
じ
て
斉
し
く
か
の
国
に
臨
ま
し

め
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。

廃
捨
さ
れ
る
異
類
の
善
根

●
Ｑ

異
類
の
善
根
と
は
如
何
。

Ａ

此
土
入
聖
を
目
的
と
し
た
修
行
を
異
類
と
い
い
、
先
の
正
行
を
除
い
た
諸
行
を
異
類
の
助
業
と
い
う
。

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
段
で
は
何
が
異
類
の
助
業
か
。

Ａ

上
輩

捨
家
棄
欲
而
作
沙
門

発
菩
提
心

中
輩

起
立
塔
像
・
懸
繒
・
燃
灯
・
散
華
・
焼
香
等
の
諸
行

（
起
立
塔
像
飯
食
沙
門
懸
繒
然
灯
散
華
焼
香
）

『
要
集
』
助
念
方
法
方
処
供
具
等
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1114

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇967

頁
）

下
輩

発
心
（
発
菩
提
心
）

Ｑ

『
要
集
』
助
念
方
法

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
？

Ａ

方
処
供
具
等
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1113

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇966
頁
）

【47

】

大
文
第
五
に
、
助
念
方
法
と
い
ふ
は
、
一
目
の
羅
は
鳥
を
得
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
万
術
を
も
つ
て

観
念
を
助
け
て
、
往
生
の
大
事
を
成
ず
。

Ｑ

方
処
供
具
を
説
明
せ
よ
。

Ａ

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇966

頁
）

淺
田
恵
真
和
上
『
往
生
要
集
講
述
』290
頁

【48

】

第
一
に
方
処
供
具
と
は
、
内
外
と

第
一
に
は
念
仏
道
場
に
関
し
て
の
、
方
角
と
場
所
・
供
え

も
に
浄
く
し
て
一
の
閑
処
を
卜
め
て
、
力
に
随
物
と
道
具
に
つ
い
て
。
修
行
道
場
の
内
と
外
を
と
も
に
清
浄

げ
ん
し
ょ

し

ひ
て
香
華
供
具
を
弁
ぜ
よ
。
も
し
華
香
等
の
事
に
し
て
、
一
つ
の
静
か
な
場
所
を
定
め
て
、
自
分
の
力
量
に

を
闕
少
せ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
た
だ
も
つ
ぱ
ら
応
じ
て
花
や
香
、
供
え
物
や
荘
厳
具
を
用
意
し
な
さ
い
。
も

け
っ
し
ょ
う

仏
の
功
徳
威
神
を
念
ぜ
よ
。

し
花
や
香
な
ど
を
供
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
た
だ

専
ら
に
、
仏
の
功
徳
と
仏
の
威
神
力
を
念
じ
な
さ
い
。

も
し
親
し
く
仏
像
に
対
は
ば
、
す
べ
か
ら
く
灯
も
し
目
の
当
た
り
に
仏
像
に
対
峙
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ

む
か

明
を
弁
ず
べ
し
。
も
し
は
る
か
に
西
方
を
観
ぜ
ば
、
灯
明
を
献
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
遥
か
に
西
方

ば
、
あ
る
い
は
闇
室
を
須
ゐ
よ
。［
感
禅
師
は
の
浄
土
を
観
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
暗
い
部
屋
を
使

闇
室
を
許
す
。］

用
す
る
の
も
良
い
。《
懐
感
禅
師
は
闇
室
を
許
し
て
い
る
》。

も
し
華
香
を
供
す
る
時
に
は
、す
べ
か
ら
く『
観
も
し
花
や
香
を
供
え
よ
う
と
す
る
時
に
は
、『
観
仏
三
昧
経
』

仏
三
昧
経
』
の
供
養
の
文
の
意
に
よ
る
べ
し
。
の
供
養
の
文
を
唱
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
供
養
に

そ
の
得
る
と
こ
ろ
の
福
、
無
量
無
辺
な
り
。
煩
よ
っ
て
無
量
無
辺
の
功
徳
が
得
ら
れ
、
煩
悩
が
少
し
ず
つ
無

悩
お
の
づ
か
ら
減
少
し
、
六
度
お
の
づ
か
ら
円
く
な
っ
て
い
き
、
六
波
羅
蜜
の
修
行
も
自
然
と
円
満
に
成
就

満
す
。［
そ
の
文
、
通
途
の
所
用
に
異
な
ら
ず
。
す
る
。《
そ
の
経
文
は
、
普
段
に
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
と
何

ゆ
ゑ
に
さ
ら
に
抄
せ
ず
。］

ら
変
わ
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
殊
更
に
引
用
し
な
い
》。

も
し
念
珠
を
用
ゐ
ん
時
に
は
、
浄
土
を
求
め
ん

も
し
念
珠
を
使
用
す
る
場
合
、
浄
土
往
生
願
生
を
目
的
と

20220729更新 廃助傍義
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と
欲
は
ば
、
木
槵
子
を
用
ゐ
、
多
功
徳
を
欲
は
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
無
患
子
を
使
用
し
な
さ
い
。
ま
た
、

も
く
げ
ん
し

む
く
ろ
じ

ば
、
菩
提
子
、
乃
至
、
あ
る
い
は
水
精
・
蓮
子
多
く
の
功
徳
を
望
む
な
ら
ば
、
菩
提
樹
の
実
、
あ
る
い
は
水

等
を
用
ゐ
よ
。［『
念
珠
功
徳
経
』に
見
え
た
り
。］
晶
の
玉
、
蓮
の
実
な
ど
を
使
用
し
な
さ
い
。《『
念
珠
功
徳
経
』

を
参
照
し
な
さ
い
》

・
下
輩
も
准
じ
て
知
る
べ
し
。

Ｑ

出
家
・
発
菩
提
心
が
ど
う
し
て
念
仏
の
助
け
に
な
る
の
か
。

Ａ

出
家
・
発
心
は
仏
道
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
念
仏
は
ず
っ
と
修
す
る
も
の
で
あ
る
。
出
家
・
発
心
は
念
仏

を
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

就
中
出
家
・
発
心
等
は
、
し
ば
ら
く
初
出
お
よ
び
初
発
を
指
す
。
念
仏
は
こ
れ
長
時
不
退
の
行
、
む

し
ろ
念
仏
を
妨
礙
す
べ
け
ん
や
。（『
聖
典
全
書
』
一
巻1278

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1219

頁
）

Ｑ

出
家
し
、
菩
提
心
を
発
こ
さ
な
い
と
念
仏
が
成
立
し
な
い
の
か
？

Ａ

同
類
の
助
業
で
明
か
し
た
よ
う
に
往
因
は
称
名
正
定
業
の
ひ
と
り
だ
ち
で
あ
っ
て
、
助
け
は
要
ら
な
い
。

第
十
八
願
に
は
称
名
の
み
誓
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
念
仏
は
出
家
・
発
菩
提
心
の
助
け
を
必
要
と
す
る
と
考

え
る
人
は
如
来
正
選
定
の
称
名
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

『
和
語
灯
録
』
諸
人
伝
説
の
詞25

（『
聖
典
全
書
』
六
巻611
頁
）

本
願
の
念
仏
に
は
ひ
と
り
だ
ち
を
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
な
り
。
助
さ
す
ほ
ど
の
人
は
極
楽

の
辺
地
に
む
ま
る
。

Ｑ

諸
行
は
念
仏
の
何
を
助
け
る
の
か
。

Ａ

往
生
の
業
因
を
助
け
る
と
見
れ
ば
廃
捨
す
べ
き
行
業
。
安
心
の
上
の
起
行
な
ら
ば
念
仏
生
活
を
助
け
る
。

Ｑ

非
往
生
行
を
往
生
の
助
け
に
で
き
る
の
か
。

Ａ

願
に
よ
っ
て
行
業
の
方
向
性
は
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
要
集
』
助
念
方
法

総
結
要
行
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1152

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1031
頁
）

業
は
願
に
由
り
て
転
ず

Ｑ

『
往
生
要
集
』
の
釈
相
如
何
。
正
助
を
示
せ
。

Ａ

念
仏
を
他
の
六
法
が
扶
助
し
て
い
く
と
い
う
構
造
。

大
菩
提
心

止
善

護
三
業

深
信

安
心

念
仏
能
修
の
心
相

至
誠

安
心

念
仏
能
修
の
心
相

常

作
業

念
仏
の
修
相

行
善

念
仏
＝
称
念

起
行

随
願

安
心
（
発
願
回
向
）
念
仏
能
修
の
心
相

大
菩
提
心
・
随
願
は
止
善
と
行
善
を
扶
助
す
る
。

悪
業
を
止
め
る
と
い
う
消
極
的
な
善
に
よ
っ
て
三
業
が
護
ら
れ
、積
極
的
に
善
を
修
す
る
こ
と
を
助
け
て
い
く
。

深
信
・
至
誠
・
常
は
称
名
念
仏
一
行
に
統
摂
さ
れ
る
能
修
の
心
と
修
相
で
あ
る
。
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（参
考
）
『
往
生
要
集
』の
念
仏
は
念
観
両
通

○
大
文
第
四
正
修
念
仏
、
大
文
第
五
助
念
方
法
に
見
え
る
。
正
修
念
仏
の
観
察
門
雑
略
観
に
は

若
し
相
好
を
観
念
す
る
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
或
い
は
帰
命
の
想
に
依
り
、
或
い
は
引
摂
の
想
に
依

り
、
或
い
は
往
生
の
想
に
依
り
て
、
一
心
に
称
念
す
べ
し
。［
以
上
、
意
楽
不
同
な
り
。
故
に
種
々
の
観

を
明
か
す
。］

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1108

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇957

頁
）

と
い
い
、
大
文
第
五
助
念
方
法
第
二
修
行
相
貌
に
は
問
答
を
設
け
て

問
ふ
。
念
仏
三
昧
は
、
唯
だ
心
に
念
ず
と
や
せ
む
、
亦
口
に
唱
ふ
と
や
せ
む
。

答
ふ
。『
止
観
』
の
第
二
に
云
ふ
が
如
し
。「
或
い
は
〔
唱
念
〕
倶
に
運
び
、
或
い
は
先
づ
念
じ
後
に
唱
へ
、

或
い
は
先
づ
唱
へ
後
に
念
じ
て
、
唱
・
念
相
継
ぎ
て
休
息
す
る
時
無
し
。
声
々
念
々
唯
阿
弥
陀
に
在
り
」

と
。

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1117

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇972

頁
）

示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
い
う
「
観
念
」
は
正
修
念
仏
の
観
察
門
、「
称
念
」
は
相
好
観
念
不
堪
の
者

に
示
さ
れ
る
称
（
唱
）
と
念
（
想
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

弘
願
異
類
助
業

安
心
決
定
の
上
は
雑
行
も
助
業
と
な
る

●
Ｑ

往
因
に
関
わ
ら
な
い
異
類
の
助
業
が
あ
り
や
。

Ａ

あ
る
。
諸
行
は
安
心
が
確
立
し
た
上
で
念
仏
者
の
宗
教
的
実
践
・
日
常
生
活
の
規
範
を
助
け
て
い
く
。

Ｑ

文
証

Ａ
『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
本

十
一
箇
条
問
答

第
三
条
（『
聖
典
全
書
』
三
巻1020
頁
）

⊂
三
⊃

問
。
餘
佛
・
餘
經
に
つ
き
て
善
根
を
修
せ
む
人
に
、
結
縁
助
成
し
候
こ
と
は
雜
行
に
て
や
候
べ
き
。

答
。
我
こ
ゝ
ろ
、
彌
陀
佛
の
本
願
に
乘
じ
、
決
定
往
生
の
信
を
と
る
う
え
に
は
、
他
の
善
根
に
結
縁

し
助
成
せ
む
事
、
ま
た
く
雜
行
と
な
る
べ
か
ら
ず
、
わ
が
往
生
の
助
業
と
な
る
べ
き
也
。
他
の
善
根

を
隨
喜
讚
嘆
せ
よ
と
釋
し
た
ま
へ
る
を
も
て
、
こ
ゝ
ろ
う
べ
き
な
り
。

Ｑ

ど
の
よ
う
な
行
か
。

Ａ

『
和
語
灯
録
』
巻
五

「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻577

頁
～
）

廃
悪
修
善

145

廃
悪
修
善
は
、
諸
仏
の
通
戒
な
り
。
そ
れ
に
は
そ
む
き
た
る
身

『
和
語
灯
録
』
巻
四

「
十
二
箇
条
問
答
」11

（『
聖
典
全
書
』
六
巻574

頁
）

ほ
と
け
は
悪
人
を
す
て
給
は
ね
ど
も
、
こ
の
み
て
悪
を
つ
く
る
事
、
こ
れ
仏
の
弟
子
に
は

あ
ら
ず
。
一
切
の
仏
法
に
悪
を
制
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。

以
下
『
和
語
灯
録
』
巻
五

「
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻577

頁
～
）

持
戒

28

た
と
ひ
の
ち
に
や
ぶ
れ
候
と
も
、
そ
の
時
た
も
た
ん
と
お
も
ふ
心
に
て
、

た
も
つ
と
申
す
は
よ
き
事
に
て
候
。

97

六
斎
に
、
に
ら
・
ひ
る
、
い
か
に
。
答
。
め
さ
ざ
ら
ん
は
よ
く
候
。

77

答
。
ひ
る
も
香
う
せ
な
ば
、
は
ば
か
り
な
し
。

57

飲
酒
は
罪
か
？
答
。
ま
事
に
は
の
む
べ
く
も
な
け
れ
ど
も
、
こ
の
世
の
な
ら
ひ
。

58

肉
食
は
罪
か
？
答
。
た
だ
お
な
じ
。

布
施

141

往
生
の
た
め
衣
食
を
施
す
こ
と
、
め
で
た
き
功
徳
に
て
候
。
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起
立
塔
像

1

塔
堂
修
理
す
る
の
は
悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
功
徳
だ
。

『
拾
遺
語
灯
録
』
東
大
寺
十
問
答5

（『
聖
典
全
書
』
六
巻657

頁
）

浄
土
の
ゆ
か
し
さ
に
造
像
し
真
仏
の
思
い
を
な
す
は
功
徳

然
灯
散
華

46

花
香

か
な
ら
ず
ま
い
ら
せ
候
。

飯
食
沙
門

142

破
戒
の
僧
、
愚
癡
の
僧
、
供
奉
せ
ん
も
功
徳

読
誦
雑
行

8
経
の
陀
羅
尼
は
、
潅
頂
の
僧
に
う
け
候
べ
き
か
。

答
。『
法
華
経
』
の
は
く
る
し
か
ら
ず

63

錫
杖
は
歩
く
と
き
虫
の
た
め
に
誦
し
候
へ

弘
願
異
類
助
業

衣
食
住
も
何
事
も
念
仏
生
活
を
助
け
る

●
『
和
語
灯
録
』
諸
人
伝
説
の
詞27

（『
聖
典
全
書
』
六
巻611

頁
）

又
い
は
く
、
現
世
を
す
ぐ
べ
き
様
は
、
念
仏
の
申
さ
れ
ん
様
に
す
ぐ
べ
し
。
︙
︙

ひ
じ
り
・
妻
を
ま
う
け
て

住
所
・
流
行

自
力
の
衣
食
・
他
人
に
た
す
け
ら
れ
て

一
人
・
同
朋
と
と
も
に
︙
︙

衣
食
住
の
三
は
、
念
仏
の
助
業
也
。
こ
れ
す
な
は
ち
、
自
身
安
穏
に
し
て
念
仏
往
生
を
と
げ
ん
が
た

め
に
は
、
何
事
も
み
な
念
仏
の
助
業
也
。

︙
︙

も
し
念
仏
の
助
業
と
お
も
は
ず
し
て
身
を
貪
求
す
る
は
三
悪
道
の
業
と
な
る
。

極
楽
往
生
の
念
仏
申
さ
ん
が
た
め
に
自
身
を
貪
求
す
る
は
、
往
生
の
助
業
と
な
る
べ
き
也
。
万
事
か

く
の
ご
と
し
。

助
正
の
ま
と
め
メ
モ
（山
上
の
意
見
）

●
『
選
択
集
』
三
輩
章
で
は
最
終
的
に
正
助
の
義
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

助
正
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
っ
た
の
か
整
理
す
る
。

助
正
を
示
す
た
め
に
諸
行
が
説
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
真
実
義
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

助
業
に
往
因
が
あ
れ
ば
真
実
で
は
な
い

助
業

「
散
善
義
」

『
礼
讃
』

『
大
経
』

『
要
集
』

十
一
箇
条

諸
人
伝
説

行
体

読
誦

身
業
礼
拝
門

出
家

大
菩
提
心

餘
佛
餘
經
、
衣
食
住

観
察

口
業
讃
嘆
門

発
菩
提
心

護
三
業

他
の
善
根
何
事
も

礼
拝

意
業
憶
念
観
察
門
持
戒
起
立
塔
像
深
信
、
至
誠
、
に
結
縁
し

作
願
門

等

常

助
成

讃
嘆
供
養

回
向
門

と

随
願

類

同
類

異
類

真
仮

方
便

真
実

方
便

真
実

往
因
か

非
往
因

非
往
因

往
因
を
助
け
る

非
往
因

助
業
の
分
斉
非
本
願

廃
起
行
門

念
仏
を
助
け
る

起
行
門

正
定
業

本
願
の
行
立
安
心
門

助
を
必
要
と
す
る
往
因

安
心
門
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同
類
の
助
業正

助
の
名
目
は
弘
願
起
行
か
ら
立
っ
た
も
の
で
、
助
業
は
往
因
に
関
与
し
な
い
。
こ
の
名
を
業
因
門

（
安
心
門
）
で
使
う
の
で
、
廃
捨
す
べ
き
業
に
往
生
の
助
因
を
見
込
む
危
険
性
が
あ
る
。
選
択
本
願

の
枠
組
み
が
壊
れ
る
。

異
類
の
助
業『

大
経
』
三
輩
の
諸
行
は
念
仏
と
縁
を
結
ぶ
入
門
初
縁
と
し
て
は
障
げ
と
な
ら
な
い
。
ま
た
、
諸
行

は
安
心
が
確
立
し
た
上
で
念
仏
者
の
宗
教
的
実
践
・
日
常
生
活
の
規
範
を
助
け
て
い
く
。
し
か
し
往

生
の
助
因
を
見
込
む
な
ら
ば
、
称
名
は
助
を
必
要
と
す
る
往
因
と
な
っ
て
選
択
本
願
の
枠
組
み
が
壊

れ
る
。

傍Ｑ

第
三
義
の
文
を
読
め
。
文
意
如
何
。

Ａ

本
文

メ
モ

三
に
、
念
仏
・
諸
行
に
約
し
て
、
お
の
お
の
三
品
を
立
て
ん
が
た
め

各
々
の
修
行
は
上
中
下
に
通
じ
て
成
立

に
し
か
も
諸
行
を
説
く
と
い
ふ
は
、

す
る

先
づ
念
仏
に
約
し
て
三
品
を
立
つ
と
は
、
い
は
く
こ
の
三
輩
の
『
大
経
』
三
輩
に
通
じ
て
念
仏
が
説
か
れ

な
か
に
、
通
じ
て
み
な「
一
向
専
念
無
量
寿
仏
」
（
大
経
・
下
）
と
い
る
。

ふ
。
こ
れ
す
な
は
ち
念
仏
門
に
約
し
て
そ
の
三
品
を
立
つ
。

ゆ
ゑ
に『
往
生
要
集
』（下
）の
念
仏
証
拠
門
に
い
は
く
、

『
往
生
要
集
』大
文
第
八

念
仏
証
拠
門

「
『
双
巻
経
』
（
大
経
）
の
三
輩
の
業
、
浅
深
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
し
か

も
通
じ
て
み
な〈
一
向
専
念
無
量
寿
仏
〉と
い
ふ
」
と
。

［感
師
（懐
感
）こ
れ
に
同
じ
。
］

次
に諸

行
門
に
約
し
て
三
品
を
立
つ
と
は
、
い
は
く
こ
の
三
輩
の
な
『
大
経
』
三
輩
に
通
じ
て
菩
提
心
等
の
諸

か
に
通
じ
て
み
な
菩
提
心
等
の
諸
行
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
諸
行

行
が
説
か
れ
る
。

に
約
し
て
そ
の
三
品
を
立
つ
。

ゆ
ゑ
に『
往
生
要
集
』（下
）
の
諸
行
往
生
門
に
い
は
く
、

『
往
生
要
集
』第
九
往
生
諸
行
門1200

「『
双
巻
経
』（
大
経
）
の
三
輩
ま
た
此
を
出
で
ず
」と
。
｛以
上
｝

此
＝
直
前
の『
観
経
』三
福
九
品

Ｑ

各
立
三
品
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

Ａ

念
仏
も
諸
行
も
上
中
下
に
通
じ
て
成
立
す
る
。

Ｑ

念
仏
が
三
輩
に
通
ず
る
根
拠
は
？

Ａ

『
大
経
』
に
三
輩
通
じ
て
〈
一
向
専
念
無
量
寿
仏
〉
と
説
か
れ
て
あ
る
。

Ｑ

念
仏
の
上
中
下
の
行
相
如
何
。

Ａ

一
に
は
観
念
の
浅
深
。
二
に
は
念
仏
の
多
少
。
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「
利
益
章
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1280

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1223

頁
）

若
し
念
仏
に
約
し
て
三
輩
を
分
別
せ
ば
、
こ
れ
に
二
の
意
あ
り
。

一
に
は
観
念
の
浅
深
に
随
ひ
て
こ
れ
を
分
別
す
。

二
に
は
念
仏
の
多
少
を
も
つ
て
こ
れ
を
分
別
す
。

浅
深
は
上
に
引
く
と
こ
ろ
の
ご
と
し
。「
も
し
説
の
如
く
行
ぜ
ば
、
理
上
上
に
当
れ
り
」

是
也
。

次
に
多
少
は
、
下
輩
の
文
の
中
に
既
に
十
念
乃
至
一
念
の
数
あ
り
。
上
・
中
の
両
輩
は
此

に
准
じ
て
随
ひ
て
増
す
べ
し
。『
観
念
法
門
』
に
云
く
、「
日
別
に
念
仏
一
万
遍
、
ま
た
須

く
時
に
依
り
て
浄
土
の
荘
厳
を
礼
讃
す
べ
し
。
太
精
進
す
べ
し
。
或
い
は
は
三
万
・
六

は
な
は
だ

万
・
十
万
を
得
る
者
は
、
皆
是
上
品
上
生
の
人
な
り
」
と
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
三
万
已

上
は
是
上
品
上
生
の
業
、
三
万
以
去
は
上
品
已
下
の
業
な
り
。
既
に
念
数
の
多
少
に
随
ひ

て
品
位
を
分
別
す
る
こ
と
こ
れ
明
ら
け
し
。

観
念
の
浅
深『

往
生
要
集
』
大
文
第
十

問
答
料
簡
（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1134

頁
）

問
ふ
。
念
仏
の
行
は
、
九
品
の
な
か
に
お
い
て
は
、
こ
れ
い
づ
れ
の
品
の
摂
ぞ
。
答
ふ
。

も
し
説
の
ご
と
く
行
ず
る
は
、
理
、
上
上
に
当
れ
り
。
か
く
の
ご
と
く
し
て
、
そ
の
勝
劣

に
随
ひ
て
九
品
を
分
つ
べ
し
。
し
か
も
『
経
』（
観
経
）
の
所
説
の
九
品
の
行
業
は
、
こ

れ
一
端
を
示
す
な
り
。
理
、
実
に
は
無
量
な
り
。

念
仏
の
多
少下

十
念
乃
至
一
念

中

三
万
以
去

上

三
万
已
上

Ｑ

諸
行
が
三
輩
に
通
ず
る
根
拠
は
？

Ａ

『
大
経
』
三
輩
は
三
輩
に
通
じ
て
菩
提
心
等
の
諸
行
が
説
か
れ
、『
観
経
』
の
三
福
九
品
か
ら
は
み
出
す

こ
と
は
な
い
か
ら
。

『
往
生
要
集
』
大
文
第
九
往
生
諸
行
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1200

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1106

頁
）

（『
観
経
』
の
行
業
を
挙
げ
た
あ
と
、）

『
双
巻
経
』
の
三
輩
の
業
も
亦
此
を
出
で
ず
。

Ｑ

『
往
生
要
集
』
第
九
往
生
諸
行
門
と
は
ど
の
よ
う
な
章
か
？

Ａ

第
八
念
仏
証
拠
門
で
念
仏
一
行
の
往
生
を
説
い
た
が
、
極
楽
を
求
め
る
者
は
必
ず
し
も
念
仏
の
み
を
修
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
余
行
は
お
の
お
の
の
ね
が
い
に
任
せ
て
修
す
れ
ば
よ
い
。
と
い
う
章
。

【67

】

大
文
第
九
に
、
往
生
諸
行
を
明
か
さ
ば
、
い
は
く
、
極
楽
を
求
む
る
も
の
は
、
か
な
ら

ず
し
も
も
つ
ぱ
ら
仏
を
念
ぜ
ず
。す
べ
か
ら
く
余
の
行
を
明
か
し
て
お
の
お
の
の
楽
欲
に
任
す
べ
し
。

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1196

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1100

頁
）

Ｑ

次
の
三
義
を
ま
と
め
た
文
の
第
三
義
を
読
め
。

Ａ

（『
聖
典
全
書
』
一
巻1279

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1220

頁
）

「
後
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
傍
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
・
諸
行
の
二
門

を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
念
仏
を
も
つ
て
正
と
な
し
、
諸
行
を
も
つ
て
傍
と
な
す
。」

Ｑ

各
立
三
品
な
ら
ば
傍
正
の
関
係
は
逆
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
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む
し
ろ
諸
行
が
正
で
念
仏
が
傍
と
い
う
方
が
一
般
的
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

ダ
メ
。『
往
生
要
集
』
第
八
念
仏
証
拠
門
が
各
立
三
品
し
な
が
ら
念
仏
往
生
を
勧
め
て
い
る
。

Ｑ

説
明
せ
よ
。

Ａ

『
往
生
要
集
』
第
八
念
仏
証
拠
門
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1193

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1096

頁
）
は
念

仏
往
生
を
勧
め
る
証
拠
と
な
る
経
文
を
集
め
た
も
の
で
、
問
答
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
答
と
証
拠
の
引

文
が
各
立
三
品
と
念
仏
往
生
を
勧
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

本
文

メ
モ

【66

】

大
文
第
八
に
、
念
仏
証
拠
と
い
ふ
は
、

問
ふ
、
一
切
の
善
業
は
お
の
お
の
利
益
あ
り
、
お
の
お
の
往
生
す

（
各
立
三
品
）
一
切
の
善
業
に
は
そ
れ
ぞ

る
こ
と
を
得
て
ん
。

れ
利
益
が
あ
っ
て
、
そ
の
利
益
に
よ
っ
て
往

生
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、

な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
、
た
だ
念
仏
の
一
門
を
勧
む
る
。

（
勧
念
仏
）
ど
う
し
て
念
仏
の
み
を
勧
め

る
の
か
。

答
ふ
。
い
ま
念
仏
を
勧
む
る
こ
と
は
、
こ
れ
余
の
種
々
の
妙
行
を

（
各
立
三
品
）
念
仏
を
勧
め
る
の
は
余
の

遮
す
る
に
は
あ
ら
ず
。

妙
行
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
こ
れ
、
男
女
・
貴
賤
、
行
住
坐
臥
を
簡
ば
ず
、
時
処
諸
縁
を

（
勧
念
仏
）
男
女
、
貴
賤
、
行
住
座
臥
、
時

論
ぜ
ず
し
て
、
こ
れ
を
修
す
る
に
難
か
ら
ず
、
乃
至
、
臨
終
に
往

処
処
縁
を
問
わ
な
い
。
不
難
。
臨
終
願
求

生
を
願
求
す
る
に
、
そ
の
便
宜
を
得
た
る
は
念
仏
に
は
し
か
じ
。

も
往
生
。

1194

二
に
は
、『
双
巻
経
』
（
大
経
・
下
）
の
三
輩
の
業
、
浅
深
あ
り
と
い
へ
（各
立
三
品
）

ど
も
、

し
か
も
通
じ
て
み
な「
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
無
量
寿
仏
を
念
じ
た
て

（
勧
念
仏
）

ま
つ
れ
」と
の
た
ま
へり
。

三
に
は
、
四
十
八
願
の
な
か
に
、
念
仏
門
に
お
い
て
別
に
一
の
願

を
発
し
て
の
た
ま
は
く
（
同
・
上
意
）
、「
乃
至
十
念
せ
ん
。
も
し
生

ぜ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（第
十
八
願
）と
。

Ｑ

元
祖
の
釋
は
あ
る
の
か
。

Ａ

「
利
益
章
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1280

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1222

頁
）

機
に
随
ひ
て
一
往
菩
提
心
等
の
諸
行
を
説
き
て
、
三
輩
の
浅
深
不
同
を
分
別
す
。
し
か
る
を
い
ま
諸

行
に
お
い
て
は
す
で
に
捨
て
て
歎
め
た
ま
は
ず
。
置
き
て
論
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
た
だ
念
仏

の
一
行
に
つ
き
て
す
で
に
選
び
て
讃
歎
す
。
思
ひ
て
分
別
す
べ
き
も
の
な
り
。

Ｑ

廃
助
傍
の
い
ず
れ
を
取
る
の
か
。
文
を
読
め
。

本
文

メ
モ

お
ほ
よ
そ
か
く
の
ご
と
き
の
三
義
不
同
あ
り
と
い
へど
も
、
と
も
に

三
義
と
も
に「
釈
尊
は
念
仏
を
勧
め
る
た

こ
れ
一
向
念
仏
の
た
め
の
所
以
な
り
。

め
に
諸
行
を
説
い
た
」
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初
め
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
廃
立
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
諸

廃
立

行
は
廃
せ
ん
が
た
め
に
説
く
、
念
仏
は
立
せ
ん
が
た
め
に
説

く
。

次
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
助
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
の

助
正

正
業
を
助
け
ん
が
た
め
に
諸
行
の
助
業
を
説
く
。

後
の
義
は
す
な
は
ち
こ
れ
傍
正
の
た
め
に
説
く
。
い
は
く
念
仏
・諸

傍
正

行
の
二
門
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
念
仏
を
も
つ
て
正
と
な
し
、
諸
行

を
も
つ
て
傍
と
な
す
。

ゆ
ゑ
に
三
輩
通
じ
て
み
な
念
仏
と
い
ふ
。

た
だ
し
こ
れ
ら
の
三
義
は
殿
最
知
り
が
た
し
。
請
ふ
、
も
ろ
も
ろ
の

三
義
の
優
劣
は
知
り
が
た
い
が
、
善
導
大

学
者
、
取
捨
心
に
あ
り
。

師
の
ご
指
南
に
よ
っ
て
、
初
め
の
廃
立
の

い
ま
も
し
善
導
に
よ
ら
ば
、
初
め
を
も
つ
て
正
と
な
す
の
み
。

義
を
取
る
。

諸
橋
大
漢
和
辞
典
「
殿
」

殿
＝
劣
・
下
功
、
最
＝
優
・
上
功
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②
『
漢
語
灯
録
』「
大
経
釈
」
の
義

（『
聖
典
全
書
』
六
巻311

頁
）

（312

頁
）
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「
三
輩
章
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1277

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1217

頁
）

し
か
る
に
本
願
の
な
か
に
さ
ら
に
余
行
な
し
。
三
輩
と
も
に
上
の
本
願
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
、「
一
向
専
念
無
量

寿
仏
」（
大
経
・
下
）
と
い
ふ
。

Ｑ

『
大
経
釈
』
で
三
輩
の
念
仏
と
諸
行
に
つ
い
て
の
釈
義
如
何
。

Ａ

二
問
答
を
設
け
ら
れ
る
。

Ｑ

第
一
の
問
い
は
？

Ａ

問
う
。
今
三
輩
の
文
を
見
る
に
、
念
仏
の
外
に
諸
の
行
業
を
説
く
。
何
ぞ
唯
念
仏
と
謂
ふ
哉
。
所
以
に
上

品
の
中
に
念
仏
の
外
に
出
家
・
受
戒
・
発
心
・
修
諸
功
徳
を
挙
げ
た
り
。
中
品
の
中
に
念
仏
の
外
に
菩
提
心
及

び
斎
戒
等
の
善
を
挙
げ
た
り
。
下
品
の
中
に
念
仏
の
外
に
発
菩
提
心
を
説
け
り
。
何
が
故
ぞ
唯
念
仏
往
生
と
云

う
や
。

Ｑ

答
え
は
？

Ａ

善
導
等
の
意
に
よ
っ
て
二
義
挙
げ
る
。
一
に
は
但
念
仏
往
生
、
二
に
は
助
念
往
生
。

Ｑ

第
二
の
問
答
は
？

Ａ

同
じ
問
い
を
出
し
て
、
答
え
に
三
義
挙
げ
る
。

一
に
は
諸
行
を
廃
し
て
念
仏
に
帰
せ
ん
が
為
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
也
。

二
に
は
念
仏
を
助
成
せ
ん
が
為
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
也
。

三
に
は
念
仏
・
諸
行
の
二
門
に
約
し
て
、
各
の
三
品
を
立
て
ん
が
為
に
し
か
も
諸
行
を
説
く
也
。

Ｑ

『
選
択
集
』
と
の
違
い
は
ど
こ
か
。

Ａ

第
三
義
に
「
傍
正
」
の
名
が
無
く
、「
各
立
三
品
」
を
証
し
て
「
諸
行
往
生
の
義
」
と
判
じ
ら
れ
る
。

Ｑ

「
傍
正
」
は
言
わ
な
い
の
か
。

Ａ

今
の
第
一
義
を
正
と
し
、
第
二
義
第
三
義
を
傍
と
す
る
。
傍
は
所
廃
の
法
。

一

廃
諸
行

「
散
善
義
」
流
通
分
の
意

正

帰
念
仏

一
向
専
念
無
量
寿
仏

二

諸
行
は
念
仏
を
助
成
す
る

同
類
の
善
根

「
散
善
義
」
就
行
立
信

（
所
助
）
称
名

（
能
助
）
助
業

異
類
の
善
根

『
往
生
要
集
』

（
所
助
）
正
修
念
仏
の
五
念
門

傍

（
能
助
）
助
念
方
法
の
七
法
の
念
仏
を
除
く
六

三

念
仏
と
諸
行

各
立
三
品

諸
行
往
生
に
三
品

『
大
経
』
三
輩
章
、『
往
生
要
集
』
諸
行
往
生

念
仏
往
生
に
三
品

一
約
返
数
多
少

『
観
念
法
門
』

二
約
時
節
長
短

『
阿
弥
陀
経
略
記
』（
源
信
）

三
約
観
念
浅
深

明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
『
往
生
要
集
』

20220729更新 廃助傍義



- 26 -

③
廃
立
の
論
拠

Ｑ

「
念
仏
＝
正
、
助
念
・
諸
行
＝
傍
」
と
は
何
を
根
拠
に
言
う
の
か

Ａ

弥
勒
に
付
属
さ
れ
た
の
は
念
仏
（「
其
得
得
聞
彼
仏
名
号
歓
喜
踊
躍
乃
至
一
念
」）
だ
か
ら
。

『
漢
語
灯
録
』「
無
量
寿
経
釈
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻315

頁
）
に
は
弥
勒
付
属
の
文
意
を
明
か
し
て
、
助
念

及
び
諸
行
を
廃
し
て
但
念
仏
を
明
か
す
文
で
あ
る
と
し
た
。

二

此
廃

上
助
念
及
諸
行
明
但
念
仏
故
者
、
上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
仏
、
上
来

ニ
ハ

ハ

シ
テ

二

ノ

ビ

ヲ一

二

一

ト

ノ

ノ

ノ

ニ

二

ヲ一

ノ

迎
願
等
中
及
次
三
輩
文
明
助
念
往
生
・
諸
行
往
生
。

ノ

ノ

ビ

ノ

二

ノ

ノ

ヲ一

立

但
念
仏

本
願
願
成
就
文

廃

助
念
往
生

諸
行
往
生

来
迎
の
願
等

三
輩

特
留
此
経
の
段
（『
聖
典
全
書
』
六
巻323

頁
）
の
最
後
に
も
傍
正
を
明
か
し
て
い
る
。

今
此
の
『
経
』
の
中
に
委
く
之
を
尋
ぬ
れ
ば
、
傍
正
に
於
い
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
念
仏
を
正
と
す
。

諸
行
を
以
て
傍
と
す
。
故
に
知
ん
ぬ
、
往
生
の
行
は
念
仏
を
以
て
正
と
す
。
諸
行
を
以
て
傍
と
す
。

然
れ
ば
則
ち
今
の
行
人
傍
を
捨
て
正
を
行
ふ
を
為
せ
。
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二
、
浄
土
異
流
の
義
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①
鎮
西
義

良
忠
『
選
擇
傳
弘
決
疑
鈔
』
卷
第
三

三
輩
念
佛
往
生
之
文
（『
浄
全
』
七
巻251

頁a

）

浄
土
宗
全
書
・
法
然
上
人
伝

検
索
シ
ス
テ
ムhttp://w

w
w
.jozensearch.jp/

祖
師
『
大
経
の
釋
』
に
云
く
、「
往
生
の
業
を
修
す
る
に
三
意
有
り
。
一
に
但
念
仏
、
二
に
助
念

仏
、
三
に
但
諸
行
也
」
已
上
。

口
伝
に
云
く
「
復
た
一
義
有
り
。
仏
に
一
音
異
解
の
徳
を
備
わ
る
る
が
故
に
、
一
向
の
聴
機
に
随

て
同
じ
か
ら
ず
。『
維
摩
』
に
云
く
「
仏
一
音
を
以
て
法
を
演
説
す
。
衆
生
類
に
随
て
各
解
を
得
」

已
上若

し
余
行
の
機
は
各
己
業
に
随
て
一
向
の
音
を
聞
く
。
然
る
に
結
集
は
仏
の
本
意
に
約
し
て
専
念

の
上
に
一
向
の
言
を
置
く
。
実
に
は
諸
行
に
通
ず
べ
し
。
故
に
機
教
相
違
の
過
無
し
と
。

上
来
四
義
の
中
に
前
の
二
義
は
各
一
機
に
約
す
。
謂
く
第
一
は
唯
正
定
業
の
機
に
約
し
、
第
二
は

助
正
兼
行
の
機
に
約
す
。
第
三
第
四
は
通
じ
て
二
機
に
約
す
。
謂
く
念
仏
と
諸
行
と
そ
の
機
別
な
る

が
故
に
。

「
殿
最
」
と
は
漢
書
の
音
義
に
云
く
「
上
功
を
最
と
曰
ふ
。
下
功
を
殿
と
曰
ふ
。

「
若
し
善
導
に
依
ら
ば
初
め
を
以
て
正
と
す
。」
と
は
、
大
師
広
く
三
福
各
生
と
判
ぜ
る
は
是
傍

正
の
義
な
り
。
又
念
仏
の
行
者
に
就
い
て
菩
提
心
及
び
斎
戒
等
を
勧
む
る
は
是
助
正
の
義
な
り
。
然

り
と
雖
、
弥
陀
の
本
願
、
釈
尊
の
教
意
、
諸
仏
の
証
誠
、
正
し
く
念
仏
を
勧
む
。
故
に
和
尚
深
く
経

の
元
意
を
探
り
て
、
且
く
余
行
を
廃
し
て
偏
に
念
仏
を
勧
む
。
末
法
の
機
を
し
て
決
定
し
て
一
行
の

出
離
に
更
に
不
足
無
き
こ
と
を
信
知
せ
し
む
。
是
の
故
に
廃
立
を
正
と
す
る
の
み
。
而
已

但
念
仏

唯
正
定
業

廃
立

一
機
に
約
す

助
念
仏

助
正
兼
行

助
正

但
諸
行

二
機
に
約
す

一
音
異
解

（
念
仏
と
諸
行
と
機
が
別
だ
か
ら
）

一
音
異
解

「
一
向
」
と
い
う
仏
語
を
機
は
各
々
の
己
の
業
に
随
っ
て
聞
く
。
諸
行
の
人
に
も
こ
の
仏
語
は
届

い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
機
教
相
違
の
過
ち
は
な
い
。

善
導
の
決
定
信
知
の
義
に
よ
っ
て
廃
立
義
を
正
と
す
る
。

要
門
（http://jodoshuzensho.jp/daijiten

か
ら
コ
ピ
ペ
）

浄
土
に
通
入
す
る
肝
要
の
門
の
意
。『
観
経
』
十
六
観
に
説
か
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
が
、
浄
土
に
通
じ
る
要

と
な
る
か
ら
要
門
と
い
う
。
弘
願
ぐ
が
ん
の
対
。
良
忠
の
『
伝
通
記
』
に
「
要
と
は
肝
要
、
門
と
は
通
入
な
り
。

謂
く
一
一
の
行
は
各
お
の
浄
土
に
通
ず
る
要
な
り
。
故
に
要
門
と
云
う
」（
浄
全
二
・
一
二
九
下
／
正
蔵
五
七

・
五
二
三
中
～
下
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
『
観
経
疏
』
玄
義
分
の
「
娑
婆
の
化
主
は
、
そ
の
請
に
因
る
が
故
に
、
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す
な
わ
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
き
、
安
楽
の
能
人
は
、
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
し
た
ま
う
。
そ
の
要
門
と
は
、

す
な
わ
ち
こ
の
『
観
経
』
の
、
定
散
二
門
こ
れ
な
り
」（
聖
典
二
・
一
六
二
／
浄
全
二
・
二
上
）
に
基
づ
く
。

こ
の
要
門
に
お
け
る
念
仏
と
諸
行
の
関
係
、
さ
ら
に
は
要
門
と
弘
願
の
関
係
に
つ
い
て
、
良
忠
は
『
伝
通
記
』

玄
義
分
記
三
や
『
東
宗
要
』
一
の
中
で
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
要
門
の
定
散
に
は
念
仏
を
含
み
、
そ

の
行
業
の
上
に
仏
願
力
が
加
わ
る
の
を
弘
願
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
要
門
で
あ
る
定
散
二
善
を
往
生
の
行
因

と
し
、
弥
陀
の
弘
願
を
往
生
の
正
因
と
し
、
こ
の
因
縁
が
和
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
往
生
の
果
を
得
る
と
し
て

い
る
。
西
山
派
で
は
行
門
・
観
門
・
弘
願
門
を
立
て
、
そ
の
う
ち
の
観
門
が
要
門
に
あ
た
る
。
真
宗
で
は
要
門

・
真
門
・
弘
願
門
を
立
て
、
念
仏
以
外
の
諸
行
往
生
を
願
う
の
を
要
門
と
し
て
い
る
。

②
西
山
義

行
門
・
観
門
（
要
門
）・
弘
願
門
（http://jodoshuzensho.jp/daijiten

か
ら
コ
ピ
ペ
）

証
空
が
善
導
の
著
書
を
注
釈
す
る
際
に
用
い
た
名
目
（
術
語
）。
特
に
『
観
門
要
義
鈔
』『
観
経
疏
大
意
』
等

の
初
期
の
著
書
に
用
い
て
い
る
。

行
門
と
は
自
力
修
行
の
法
門
の
こ
と
で
あ
る
。
釈
尊
一
代
に
説
く
大
小
乗
の
諸
経
は
自
力
修
行
に
よ
っ
て
仏

果
を
期
す
る
教
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
は
こ
の
行
門
を
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
門

は
た
だ
凡
夫
に
対
し
て
観
門
へ
と
機
を
調
え
導
く
異
方
便
と
し
て
の
み
意
義
を
も
つ
。

観
門
と
は
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
定
散
二
善
十
六
観
の
法
門
の
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
観
門
は
自
力
修
行

の
法
門
で
は
な
く
、
弘
願
を
能
詮
す
る
教
え
で
あ
り
、
観
門
は
弘
願
を
領
納
す
る
手
立
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
は

観
門
は
弘
願
と
不
二
一
体
の
開
会
の
関
係
と
も
な
る
。

弘
願
と
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
の
こ
と
で
あ
り
、
凡
夫
は
こ
の
弘
願
に
よ
り
救
済
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の

名
目
の
関
係
は
弘
願
に
よ
り
観
門
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
行
門
が
開
設
さ
れ
る
と
い
う
教
法
の
施
設
の
立
場
が
あ

る
。
ま
た
、
行
門
を
離
れ
て
観
門
よ
り
弘
願
門
に
帰
す
る
と
い
う
機
の
入
信
の
立
場
が
あ
る
。
証
空
は
こ
の
両

面
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
凡
夫
救
済
の
原
理
を
明
か
し
て
い
る
。

【
参
考
】
上
田
良
準
・
大
橋
俊
雄
『
浄
土
仏
教
の
思
想
』
一
一
（
講
談
社
、
一
九
九
二
）

【
執
筆
者
：
中
西
随
功
】

行
観
『
選
択
集
秘
鈔
』
巻
二
（『
浄
全
』
八
巻375

頁b

）

Ｑ

西
山
の
廃
助
傍
の
釈
義
如
何
。

Ａ

廃
立
は
教
相
。
傍
正
は
安
心
。
助
正
は
起
行
。

Ｑ

廃
立
の
義
相
如
何
。

Ａ

行
門
の
扱
い
。
自
力
を
捨
て
て
他
力
の
観
門
へ
と
機
を
調
え
導
く
異
方
便
。

三
輩
に
諸
行
と
念
仏
が
説
か
れ
た
の
は
共
に
、
定
散
自
力
の
行
を
廃
捨
し
て
、
他
力
念
仏
の
行
を
立
て
る
た
め

の
異
の
方
便
で
あ
る
。

Ｑ

行
に
つ
い
て
の
み
、
廃
立
す
る
の
か
。

Ａ

行
を
廃
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
機
や
身
土
に
も
廃
立
の
義
は
行
き
渡
る
。

廃

難
行

聖
道

根
性
利
者

自
力
安
心

立

易
行

浄
土

鈍
根
無
智
者

他
力
安
心

Ｑ

傍
正
の
義
相
如
何
。

Ａ

三
輩
に
諸
行
と
念
仏
が
説
か
れ
る
の
は
、
観
門
（
要
門
）
の
立
場
で
あ
る
。
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Ｑ

観
門
（
要
門
）
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

Ａ

定
散
二
善
十
六
観
は
弘
願
念
仏
を
能
詮
す
る
教
え
（
異
方
便
）。
定
散
の
諸
行
は
念
仏
を
顕
す
。

Ｑ

定
散
二
善
十
六
観
は
ど
の
よ
う
に
弘
願
を
能
詮
す
る
の
か
。

Ａ

定
散
二
善
は
一
切
衆
生
に
浅
機
深
機
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、
万
機
隔
て
な
く
摂
取
し
た
ま
う
弥
陀
の
願
力

を
明
ら
か
に
す
る
。

Ｑ

弥
陀
の
願
力
を
聞
い
た
者
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ

一
切
善
悪
凡
夫
を
得
生
せ
し
む
る
願
力
を
聞
く
者
は
、
願
力
に
乗
じ
て
即
便
往
生
す
る
。

（
文
証
）『
観
念
法
門
』
五
縁
五
功
徳
分
摂
生
縁
（『
聖
典
全
書
』
一
巻892

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇630

頁
）

ま
た
こ
の
『
経
』（
大
経
）
の
上
巻
（
意
）
に
の
た
ま
は
く
、「
も
し
衆
生
あ
り
て
西
方
の
無
量
寿

仏
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
る
も
の
は
、
み
な
弥
陀
仏
の
大
願
等
の
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
な
す
」

と
。
す
な
は
ち
証
と
な
す
。
ま
た
こ
れ
摂
生
増
上
縁
な
り
。

ま
た
こ
の
『
経
』（
同
）
の
下
巻
（
意
）
の
初
め
に
の
た
ま
は
く
、「
仏
説
き
た
ま
は
く
、〈
一
切

衆
生
の
根
性
不
同
に
し
て
上
・
中
・
下
あ
り
。
そ
の
根
性
に
随
ひ
て
、
仏
（
釈
尊
）、
み
な
勧
め
て

も
つ
ぱ
ら
無
量
寿
仏
の
名
を
念
ぜ
し
め
た
ま
ふ
。
そ
の
人
、
命
終
ら
ん
と
欲
す
る
時
、
仏
（
阿
弥
陀

仏
）、
聖
衆
と
み
づ
か
ら
来
り
て
迎
接
し
て
、
こ
と
ご
と
く
往
生
を
得
し
む
〉」
と
。
こ
れ
ま
た
こ
れ

摂
生
増
上
縁
な
り
。

Ｑ

願
力
を
聞
い
た
ら
定
散
二
善
は
廃
さ
れ
る
の
か
。

Ａ

廃
立
門
で
廃
さ
れ
た
雑
行
も
他
力
安
心
が
開
け
た
上
か
ら
見
直
せ
ば
、
他
力
安
心
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
べ

き
機
類
の
万
品
を
開
示
し
た
異
方
便
の
仏
語
で
あ
っ
た
。一
切
の
行
は
み
な
念
仏
と
な
る
。廃
せ
ず
に
摂
す
る
。

Ｑ

傍
正
の
関
係
は
？

Ａ

念
仏
は
正
に
し
て
主
。

定
散
は
傍
に
し
て
伴
。

主
伴
の
関
係
を
持
っ
て
両
三
昧
宗
を
立
て
る
。

Ｑ

助
正
の
義
相
如
何
。

Ａ

助
業
は
他
力
の
安
心
決
定
後
の
、
仏
恩
報
謝
の
起
行
と
し
て
定
散
万
行
を
修
す
る
。

Ｑ

他
力
の
安
心
決
定
す
れ
ば
、
余
行
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。
定
散
万
行
に
往
因
を
見
る
の
か
。

Ａ

助
業
の
功
徳
は
、
浄
土
成
仏
の
時
、
内
証
外
用
の
功
徳
荘
厳
と
な
る
。
他
力
安
心
の
上
に
は
尤
も
行
ず
べ

き
も
の
で
あ
る
。

（
梯
實
圓
和
上
『
法
然
教
学
の
研
究
』96

頁
）

行
観
に
よ
れ
ば
、
法
然
は
諸
宗
対
立
の
時
で
あ
っ
た
か
ら
廃
立
門
を
主
と
さ
れ
た
が
、
証
空
の
と
き

は
、
正
し
く
浄
土
の
本
義
を
示
す
べ
き
時
機
が
到
来
し
て
い
た
か
ら
傍
正
門
に
よ
っ
て
安
心
の
法
門

を
あ
か
さ
れ
た
と
し
傍
正
門
を
重
視
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
場
合
廃
立
は
教
相
、
傍
正
は
安
心
、
助

正
は
起
行
と
見
ら
れ
て
い
た
。
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三
、
宗
祖
の
義

①
善
導
・
源
空
義
の
相
承

「
二
種
深
信
」

「
三
心
章
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1288

頁
）「
散
善
義
」
深
信
釈
引
文

一
者
決
定
深
信
自
身
現
是
罪
悪
生
死
凡
夫
、
曠
劫
已
来
常
没
常
流
転
、
无
有
出
離
之
縁

二
者
決
定
深
信
彼
阿
弥
陀
仏
四
十
八
願
摂
受
衆
生
無
疑
無
慮
乗
彼
願
力
定
得
往
生

（1289

頁

第
七
深
信
）

又
深
心
深
信
者
、
決
定
建
立
自
心

順
教
（
就
人
立
信
）

修
行
（
就
行
立
信
）

正
行

正
定
業

雑
行

助
業

永
除
疑
錯
（
信
建
立
）

信
機

常
没
決
定
的
な
凡
夫
が

就
人

真
実
決
了
の
仏
語
に
よ
っ
て

「
三
選
文
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1324

頁
）

『
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻641
頁
）

就
行

選
択
本
願
を
専
修
す
れ
ば

入
浄
土
門

帰
正
行

専
正
定
業

閣
聖
道
門

抛
雑
行

傍
助
業

信
法

乗
彼
願
力
定
得
往
生

「
さ
し
お
く
べ
し
」（『
銘
文
』）

と
信
知
す
る
（
決
定
心
）

称
名
必
得
生

依
佛
本
願
故

「
信
疑
決
判
」（『
聖
典
全
書
』
一
巻1298

頁
）

生
死
の
家
に
は
疑
を
も
つ
て
所
止
と
な
し
、

「
大
願
業
力
の
不
思
議
を
う
た
が
ふ
こ
こ
ろ
」

涅
槃
の
城
に
は
信
を
も
つ
て
能
入
と
な
す
。

「
真
実
信
心
」「
菩
提
の
た
ね
な
り
」

ゆ
ゑ
に
い
ま
二
種
の
信
心
を
建
立
し
て
、

九
品
の
往
生
を
決
定
す
る
も
の
な
り
。

三
輩
は
第
十
九
願
成
就
文

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
段
を
宗
祖
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
か
？

Ａ

「
方
便
化
身
土
文
類
」
要
門
釈
（『
聖
典
全
書
』
二
巻184

頁
）（『
註
釈
版
』376

頁
）

此
の
願
成
就
の
文
は
、
即
ち
三
輩
の
文
是
也
、『
観
経
』
の
定
散
九
品
之
文
是
也
。

Ｑ

元
祖
は
第
十
九
願
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
。

Ａ

三
義
有
り
。

①
念
仏
衆
生
に
は
臨
終
来
迎
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
誓
う
願

②
諸
行
往
生
を
誓
う
願
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③
諸
行
の
人
を
帰
入
せ
し
む

Ｑ

①
念
仏
衆
生
に
は
臨
終
来
迎
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
誓
う
願

と
は
？

Ａ

『
和
語
灯
録
』
観
経
釈
（
六
・
四
〇
三
～
）
と
『
三
部
経
大
意
』
観
経
（
三
・
一
〇
八
一
～
）
に
示
さ
れ

る
第
十
九
願
は
、
念
仏
衆
生
に
摂
取
不
捨
の
利
益
が
あ
る
こ
と
を
五
願
に
開
い
て
示
す
中
、
臨
終
に
来
迎
の
利

益
が
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

光
明
（
第
十
二
願
）
一
切
衆
生
に
縁
を
結
ぶ
た
め

名
号
（
第
十
七
願
）
一
切
衆
生
に
聞
か
せ
る
た
め

念
仏
（
第
十
八
願
）
名
号
を
因
と
し
て
衆
生
を
引
摂
す
る
た
め

寿
命
（
第
十
三
願
）
久
し
く
済
度
す
る
た
め

来
迎
（
第
十
九
願
）
臨
終
種
々
の
さ
わ
り
を
除
か
ん
が
た
め

Ｑ

臨
終
種
々
の
さ
わ
り
と
は
？

『
西
方
指
南
抄
』
巻
上
「
法
然
聖
人
御
説
法
事

来
迎
」（『
聖
典
全
書
』
三
巻868

頁
）

境
界
の
愛
心

自
体
の
愛
心

当
生
の
愛
心

870

頁

魔
事

魔
王
来
た
り
て
種
々
に
障
碍
せ
り

Ｑ

臨
終
に
障
り
無
く
、
正
念
で
あ
る
こ
と
が
来
迎
の
条
件
か
？

Ａ

ち
が
う
。『
往
生
要
集
』
臨
終
行
儀
に
し
た
が
っ
て
多
く
の
人
が
臨
終
正
念
と
来
迎
を
求
め
て
い
た
状
況

に
対
し
て

臨
終
正
念
な
る
が
ゆ
へ
に
来
迎
し
た
ま
ふ
に
は
あ
ら
ず
、
来
迎
し
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
臨
終
正
念
な
り

と
い
う
義
、
あ
き
ら
か
な
り

（
三
・
八
六
八
）

と
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
人
の
一
生
涯
の
功
績
は
臨
終
に
お
い
て
評
価
さ
れ
る
。
そ
の
功
罪

に
応
じ
た
来
迎
の
有
無
を
た
よ
り
に
す
る
善
悪
対
の
仏
教
と
決
別
し
、
本
願
の
は
た
ら
き
を
信
ず
る
か
疑
う
か

に
よ
っ
て
迷
悟
が
別
れ
る
仏
教
を
打
ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
が
法
然
聖
人
で
あ
っ
た
。

Ｑ

宗
祖
の
相
承
は
如
何
。

Ａ

『
末
灯
鈔
』
に

真
実
信
心
の
行
人
は
、
摂
取
不
捨
の
ゆ
ゑ
に
正
定
聚
の
位
に
住
す
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
臨
終
ま
つ
こ
と
な
し
、

来
迎
た
の
む
こ
と
な
し
。
信
心
の
定
ま
る
と
き
往
生
ま
た
定
ま
る
な
り
。
来
迎
の
儀
則
を
ま
た
ず
。

（
二
・
七
七
七
）

と
表
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
然
聖
人
が
示
し
た
摂
取
不
捨
の
利
益
の
意
を
承
け
て
い
る
と
窺
え
る
。

Ｑ

②
諸
行
往
生
を
誓
う
願

文
証
如
何
。

Ａ

『
漢
語
灯
録
』「
無
量
寿
経
釈
」（『
聖
典
全
書
』
六
巻315

頁
）

但
念
仏
の
弥
勒
付
属
の
大
利
は
第
十
八
願
成
就
、
助
念
・
諸
行
往
生
は
第
十
九
願
等
と
三
輩
で
あ
る
。

二

此
廃

上
助
念
及
諸
行
明
但
念
仏
故
者
、
上
本
願
願
成
就
文
雖
明
但
念
仏
、

ニ
ハ

ハ

シ
テ

二

ノ

ビ

ヲ一

二

一

ト

ノ

ノ

ノ

ニ

二

ヲ一

上
来
迎
願
等
中
及
次
三
輩
文
明
助
念
往
生
・
諸
行
往
生
。

ノ

ノ

ノ

ビ

ノ

二

ノ

ノ

ヲ一

立

但
念
仏

本
願
願
成
就
文

廃

助
念
往
生

諸
行
往
生

来
迎
の
願
等

三
輩
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Ｑ

宗
祖
の
相
承
如
何
。

Ａ

宗
祖
は
生
因
三
願
に
真
仮
を
分
け
て
、
第
十
九
願
を
諸
行
往
生
、
第
二
十
願
を
自
力
称
名
念
仏
往
生
、
第

十
八
願
を
他
力
念
仏
往
生
と
展
開
し
た
。
行
は
諸
行
で
は
な
く
称
名
念
仏
一
行
、
信
は
第
十
九
願
と
同
じ
く
、

行
力
を
往
生
に
向
け
て
回
向
す
る
と
い
う
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
は
す
で
に
第
二
十
願
に
用
意
さ
れ
た
方
便
で
あ
っ
た

と
見
て
い
た
。

Ｑ

③
諸
行
の
人
を
帰
入
せ
し
む
願

文
証
如
何
。

Ａ

『
西
方
指
南
抄
』
中
本
⑸

十
八
条
法
語
⒀
⒁

（『
聖
典
全
書
』
三
巻933

頁
）

又
云
、
善
導
は
第
十
八
の
願
、
一
向
に
佛
號
を
稱
念
し
て
往
生
す
と
云
り
。
惠
心
の
こ
ゝ
ろ
、
觀
念

・
稱
念
等
み
な
こ
れ
を
攝
す
と
云
り
。
も
し
『
要
集
』
の
こ
ゝ
ろ
に
よ
ら
ば
、
行
者
に
お
い
て
は
、

こ
の
名
を
あ
や
ま
て
ら
む
歟
と
。

又
云
、
第
十
九
の
願
は
、
諸
行
之
人
を
引
入
し
て
、
念
佛
之
願
に
歸
せ
し
め
む
と
也
。

Ｑ

⒀
条
は
関
係
あ
る
の
か
。

Ａ

本
法
語
⒀
⒁
を
通
読
し
て
み
れ
ば
、
無
相
の
観
念
か
ら
有
相
の
観
念
、
さ
ら
に
助
念
仏
か
ら
但
称
念
仏
名

へ
と
、
難
行
か
ら
易
行
に
着
目
点
が
移
行
し
て
く
る
。

Ｑ

引
入
の
よ
う
す
如
何
。

Ａ

己
が
能
を
中
心
と
す
る
仏
道
は
、
仏
の
本
願
に
よ
っ
て
自
己
の
虚
妄
性
を
決
定
的
に
知
ら
さ
れ
、
易
行
で

あ
る
称
名
は
本
願
に
誓
わ
れ
た
正
定
業
と
し
て
選
択
さ
れ
た
行
で
あ
り
、
衆
生
は
願
力
に
乗
託
し
て
往
生
決
定

せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
。

Ｑ

己
が
能
力
に
限
界
を
感
じ
て
、
易
行
を
選
ん
で
い
く
の
は
行
者
の
方
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

衆
生
の
行
業
中
心
の
仏
道
か
ら
仏
の
本
願
を
基
軸
に
し
た
仏
道
へ
と
法
門
が
展
開
す
る
こ
と
は
、
も
と
よ

り
仏
の
選
択
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
き
た
仏
道
で
あ
っ
た
と
確
か
め
て
い
っ
た
の
が
法
然
聖
人
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
四
十
八
願
の
一
々
が
粗
悪
を
捨
て
て
善
妙
を
取
っ
て
い
る
か
ら
四
十
八
願
全
体
を
一
応
は
選
択
本
願
と
い

う
が
、
再
往
は
余
行
を
捨
て
て
念
仏
を
以
て
往
生
の
本
願
と
す
る
第
十
八
願
が
選
択
本
願
の
本
義
で
あ
る
と
い

う
の
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
機
が
自
心
の
能
力
に
よ
っ
て
探
し
見
つ
け
た
念
仏
往
生
の
道
で
は
な
く
、
仏
が
一
切

を
平
等
に
往
生
せ
し
め
ん
と
す
る
仏
願
に
依
る
成
仏
道
が
す
で
に
は
た
ら
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｑ

元
祖
は
独
り
で
こ
の
構
造
を
見
つ
け
た
の
か
。

Ａ

善
導
大
師
の
「
称
名
正
定
業
順
彼
仏
願
故
」
の
指
南
に
よ
っ
て
「
称
名
必
得
生
依
仏
本
願
故
」
と
承
け
ら

れ
て
い
く
。
ま
た
「
特
留
章
」
に

四
十
八
願
之
中
既
以
念
仏
往
生
之
願
而
為

本
願
中
之
王
也
。

（
一
・
一
二

ニ

ニ

テ二

ヲ一

ト
イ
フ
コ
ト
ヲ

二

ト一

八
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
四
十
八
願
は
第
十
八
願
に
統
摂
さ
れ
る
王
本
願
で
あ
る
と
見
て
い
た
。

Ｑ

第
十
九
願
の
法
門
か
ら
第
十
八
願
の
法
門
に
引
入
さ
れ
た
の
ち
、
第
十
九
願
の
法
門
に
戻
る
こ
と
は
可
能

か
。

Ａ

門
は
閉
じ
ら
れ
る
。

「
念
仏
付
属
章
」
に
（『
聖
典
全
書
』
一
巻1316

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇1273

頁
）

故
に
知
り
ぬ
、
諸
行
は
機
に
非
ず
時
を
失
す
。
念
仏
往
生
は
機
に
当
り
、
時
を
得
た
り
。
感
応
あ
に

唐
捐
せ
ん
や
。
当
に
知
る
べ
し
、
随
他
の
前
に
は
暫
く
定
散
の
門
を
開
く
と
雖
も
、
随
自
の
後
に
は

還
り
て
定
散
の
門
を
閉
づ
。
一
た
び
開
き
て
以
後
永
く
閉
ぢ
ざ
る
は
、
唯
是
念
仏
の
一
門
な
り
。
弥

陀
の
本
願
、
釈
尊
の
付
属
、
意
こ
れ
に
あ
り
。
行
者
知
る
べ
し
。
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随
自

釈
尊
が
弥
陀
と
意
を
一
致
し
て
説
く
念
仏
の
一
門

・随
他

釈
尊
諸
仏
が
未
熟
の
機
を
誘
引
す
る
た
め
に
諸
行
定
散
の
門
を
暫
く
用
い
る
こ
と

・

ひ
と
た
び
念
仏
門
に
帰
入
す
れ
ば
二
度
と
後
戻
り
は
な
い
の
で
「
定
散
の
門
を
閉
づ
」
と
い
い
、
究
極
で
真
実

の
仏
道
で
あ
る
こ
と
を
「
一
た
び
開
き
て
以
後
永
く
閉
ぢ
ざ
る
」
と
示
し
た
。

Ｑ

宗
祖
の
相
承
如
何
。

Ａ

『
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻187

頁
）（『
註
釈
版
』381

頁
）
に
善
導
大
師
の
顕
の

義
を
承
け
て
、

如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕
浄
土
の
善
根
な
り
。

と
、
此
土
入
聖
を
願
う
者
に
浄
土
を
願
わ
せ
る
法
門
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
第
十
九
願
か
ら
第
二
十
願
へ
の
帰
入
の
は
た
ら
き
も
、
さ
ら
に
第
十
八
願
へ
と
帰
入
せ
し
め
る
は
た

ら
き
も
第
二
十
願
の
願
功
す
な
わ
ち「
第
十
八
願
の
念
仏
往
生
を
果
た
し
遂
げ
る
誓
い
」に
約
し
て
い
る
。（「
三

願
転
入
」
二
・
二
一
〇
）

Ｑ

ち
な
み
に
、
法
然
聖
人
は
第
二
十
願
を
ど
う
見
て
い
た
か
。

Ａ

次
の
生
に
は
往
生
で
き
な
く
と
も
順
後
生
に
は
往
生
を
果
た
し
遂
げ
さ
せ
る
願
で
あ
る
と
見
て
い
た（『
指

南
抄
』「
十
八
条
法
語
」
⑸
三
・
九
三
〇
）。

三
輩
は『
観
経
』
定
散
九
品
の
文

Ｑ

『
大
経
』
三
輩
と
『
観
経
』
定
散
九
品
の
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ

善
導
大
師
は
「
定
散
両
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
」
と
い
っ
て
「
持
無
量
寿
仏
名
」
を
付
属
す
る
と
い
っ
て

い
る
。

法
然
聖
人
は
三
輩
と
九
品
が
開
合
の
意
で
あ
る
と
い
う
。

宗
祖
は
「
化
身
土
文
類
」
に
『
大
経
』
三
輩
の
文
を
さ
し
て
「『
観
経
』
の
定
散
九
品
之
文
是
也
」
と
し
て
い

る
。

Ｑ

『
観
経
』
定
善
の
機
は
『
大
経
』
三
輩
の
ど
こ
に
な
る
？

Ａ

上
輩
。『

大
経
』
上
輩
（『
註
釈
版
』42

頁
）

そ
れ
衆
生
あ
り
て
今
世
に
お
い
て
無
量
寿
仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
は
ば
、
無
上
菩
提

の
心
を
発
し
功
徳
を
修
行
し
て
か
の
国
に
生
れ
ん
と
願
ず
べ
し

今
世
に
於
い
て
見
仏
を
願
う
機
が
説
か
れ
て
あ
る
。
定
善
に
当
た
る
。
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②
廃
助
傍
の
所
拠

廃
立

助
正

傍
正

石
泉

真

化

安
心

報
恩
相
続
の
行
儀

権
実
教
相

五
番
の
得
失

化
身
土
文
類

付
属
章

三
輩
章

随
自
真
実

随
他
方
便

五
門
相
続
助
三
因

円
月

真

化

一
機
因
体

一
機
修
相

但
念
仏

諸
行
往
生
要
門

鮮
妙

弘
願

真
門
自
力
念
仏

要
門
諸
行
往
生

深
励

随
自

随
他

諸
行
を
以
て
念
仏
を
助
け
る
と
い
う
意
非
本
願
の
諸
行
が
念
仏
と
同
じ
よ
う

味
が
強
い

な
往
生
行
と
な
る

（
梯
實
圓
和
上
『
法
然
教
学
の
研
究
』96

頁
参
照
）

『
西
方
指
南
抄
』
巻
下
本20

十
一
箇
条
問
答
（『
聖
典
全
書
』
三
巻1020
頁
）

⊂
四
⊃
問
。
極
樂
に
九
品
の
差
別
の
候
事
は
、
阿
彌
陀
佛
の
か
ま
へ
た
ま
へ
る
こ
と
に
て
候
や
ら
む
。
答
。
極

樂
の
九
品
は
彌
陀
の
本
願
に
あ
ら
ず
、
四
十
八
願
の
中
に
な
し
。
こ
れ
は
釋
尊
の
巧
言
な
り
。
善
人
・
惡
人
一

處
に
む
ま
る
と
い
は
ゞ
、
惡
業
の
も
の
ど
も
慢
心
を
お
こ
す
べ
き
が
ゆ
へ
に
、
品
位
差
別
を
あ
ら
せ
て
、
善
人

は
上
品
に
す
ゝ
み
、惡
人
は
下
品
に
く
だ
る
な
ど
、と
き
た
ま
ふ
な
り
。い
そ
ぎ
ま
か
り
て
み
る
べ
し
［
云
云
］。
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③
「
行
信
」の
廃
立

「
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕
（『
聖
典
全
書
』
二
巻195

頁
）（『
註
釈
版
』392

頁
）

こ
れ
に
よ
り
て
方
便
の
願
（
第
十
九
願
）
を
案
ず
る
に
、
仮
あ
り
真
あ
り
、
ま
た
行
あ
り
信
あ
り
。

願
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
臨
終
現
前
の
願
な
り
。

行
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
修
諸
功
徳
の
善
な
り
。

信
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
至
心
・
発
願
・
欲
生
の
心
な
り
。

こ
の
願
の
行
信
に
よ
り
て
、
浄
土
の
要
門
、
方
便
権
仮
を
顕
開
す
。

こ
の
要
門
よ
り
正
・
助
・
雑
の
三
行
を
出
せ
り
。

こ
の
正
助
の
な
か
に
つ
い
て
、
専
修
あ
り
雑
修
あ
り
。

機
に
つ
い
て
二
種
あ
り
。
一
つ
に
は
定
機
、
二
つ
に
は
散
機
な
り
。

ま
た
二
種
の
三
心
あ
り
。

ま
た
二
種
の
往
生
あ
り
。

二
種
の
三
心
と
は
、

一
つ
に
は
定
の
三
心
、
二
つ
に
は
散
の
三
心
な
り
。
定
散
の
心
は
す
な
は
ち
自
利
各
別
の
心
な
り
。

二
種
の
往
生
と
は
、
一
つ
に
は
即
往
生
、
二
つ
に
は
便
往
生
な
り
。

便
往
生
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
胎
生
辺
地
、
双
樹
林
下
の
往
生
な
り
。

即
往
生
と
は
す
な
は
ち
こ
れ
報
土
化
生
な
り
。

ま
た
こ
の
『
経
』（
観
経
）
に
真
実
あ
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
金
剛
の
真
心
を
開
き
て
、
摂
取
不
捨
を

顕
さ
ん
と
欲
す
。
し
か
れ
ば
濁
世
能
化
の
釈
迦
善
逝
、
至
心
信
楽
の
願
心
を
宣
説
し
た
ま
ふ
。

報
土
の
真
因
は
信
楽
を
正
と
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

こ
こ
を
も
つ
て

『
大
経
』
に
は
「
信
楽
」
と
の
た
ま
へ
り
、
如
来
の
誓
願
、
疑
蓋
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
信
と

の
た
ま
へ
る
な
り
。

『
観
経
』
に
は
「
深
心
」
と
説
け
り
、
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
深
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。

『
小
本
』（
小
経
）
に
は
「
一
心
」
と
の
た
ま
へ
り
、
二
行
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
一
と
の
た

ま
へ
る
な
り
。
ま
た
一
心
に
つ
い
て
深
あ
り
浅
あ
り
。
深
と
は
利
他
真
実
の
心
こ
れ
な
り
、
浅
と
は

定
散
自
利
の
心
こ
れ
な
り
。
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〔
第
十
九
願

仮
〕

行

修
諸
功
徳

信

至
心
発
願
欲
生

に
よ
っ
て
要
門
を
顕
開
（
方
便
権
仮

要
門
よ
り

出
せ
り

正

五
専

専
修

助

助
業

雑
修

雑

雑
行

観
経
の
三
心

『
二
巻
鈔
』
下307

『
大
経
』

『
観
経
』

『
小
経
』

自
利
三
心

定
三
心

便
往
生

各
別

胎
生
辺
地

（
発
願
）

浅
心

浅

散
三
心

双
樹
林
下

〔
第
十
九
願

真
〕

利
他
三
信

金
剛
真
心

即
往
生

信
楽

深
心

一
心

深

大
経
三
信

摂
取
不
捨

報
土
化
生

疑
蓋
無
雑

二
行
無
雑

勧
誘
諸
機

報
土
真
因

通
入
三
信

金
剛
真
心

不
可
思
議

信
海

行Ｑ

宗
祖
に
法
然
聖
人
の
廃
立
の
義
を
承
け
た
文
は
あ
る
か
。

Ａ

『
本
典
』
全
体
が
廃
立
の
義
で
あ
る
。

立

行
巻

名
号

廃

化
巻

要
門

正

五
種
の
正
行
（
五
正
行
の
一
々
を
専
修
す
る
自
力
の
「
五
専
」）

助

名
号
を
除
き
て
以
外
の
五
種
（
四
種
の
助
業
＋
万
行
随
一
の
称
名
）

雑

正
助
を
除
き
て
以
外
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ
く
。

横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門

「
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕

（『
聖
典
全
書
』
二
巻195

頁
）（『
註
釈
版
』392

頁
）

こ
の
要
門
よ
り
正
・
助
・
雑
の
三
行
を
出
せ
り
。
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（『
聖
典
全
書
』
二
巻197

頁
）（『
註
釈
版
』394

頁
）

正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。助
と
は
名
号
を
除
き
て
以
外
の
五
種
こ
れ
な
り
。雑
行
と
は
、

正
助
を
除
き
て
以
外
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ
く
。
こ
れ
す
な
は
ち
横
出
・
漸
教
、
定

散
・
三
福
、
三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻197

頁
）（『
註
釈
版
』395

頁
）

五
専
と
は
、
一
つ
に
は
専
礼
、
二
つ
に
は
専
読
、
三
つ
に
は
専
観
、
四
つ
に
は
専
称
、
五

つ
に
は
専
讃
嘆
な
り
。
こ
れ
を
五
専
修
と
名
づ
く
。

『
二
巻
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻301

頁
）（『
註
釈
版
』530

頁
）

一
に
は
正
行
定
心
念
仏
、

※
観
察
※

二
に
は
正
行
散
心
念
仏
な
り
。

※
万
行
随
一
の
称
名
※

＝
中
略
＝

【122

】

ま
た
正
の
散
行
に
つ
い
て
、
四
種
あ
り
。

読
誦

礼
拝

讃
嘆

供
養

【123

】

上
よ
り
こ
の
か
た
定
散
六
種
兼
行
す
る
が
ゆ
ゑ
に
雑
修
と
い
ふ
、
こ
れ
を
助

業
と
名
づ
く
。
名
づ
け
て
方
便
仮
門
と
な
す
。
ま
た
浄
土
の
要
門
と
名
づ
く
る
な
り
と
、

知
る
べ
し
。

Ｑ

助
業
は
所
廃
な
の
か
。

Ａ

「
行
文
類
」
に
「
三
選
の
文
」
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
だ
。

Ｑ

文
を
読
め

Ａ

（『
聖
典
全
書
』
二
巻48

頁
）（『
註
釈
版
』185

頁
）

【68

】

ま
た
い
は
く
（
同
）、「
そ
れ
す
み
や
か
に
生
死
を
離
れ
ん
と
欲
は
ば
、
二
種
の
勝
法
の
な
か
に
、

し
ば
ら
く
聖
道
門
を
閣
き
て
、
選
ん
で
浄
土
門
に
入
れ
。
浄
土
門
に
入
ら
ん
と
欲
は
ば
、
正
・
雑
二
行
の
な
か

に
、
し
ば
ら
く
も
ろ
も
ろ
の
雑
行
を
抛
ち
て
、
選
ん
で
正
行
に
帰
す
べ
し
。
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
・

助
二
業
の
な
か
に
、
な
ほ
助
業
を
傍
ら
に
し
て
、
選
ん
で
正
定
を
も
つ
ぱ
ら
に
す
べ
し
。
正
定
の
業
と
は
す
な

は
ち
こ
れ
仏
の
名
を
称
す
る
な
り
。
称
名
は
か
な
ら
ず
生
ず
る
こ
と
を
得
。
仏
の
本
願
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
」
と
。

Ｑ

「
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
・
助
二
業
の
な
か
に
、
な
ほ
助
業
を
傍
ら
に
し
て
、
選
ん
で
正
定
を
も

つ
ぱ
ら
に
す
べ
し
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻641

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇666

頁
）

「
欲
修
於
正
行
正
助
二
業
中
猶
傍
於
助
業
」
と
い
ふ
は
、
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
行
・
助
業
二
つ
の
な

か
に
助
業
を
さ
し
お
く
べ
し
と
な
り
。

「
助
業
を
傍
ら
に
せ
よ
」
を
「
さ
し
お
く
べ
し
」
と
言
い
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
助
業
と
正
定
業
の
廃
立
の

関
係
が
決
定
的
に
な
る
。

こ
う
し
て
親
鸞
聖
人
が
助
正
法
門
を
論
じ
ら
れ
る
の
は
方
便
の
行
信
を
簡
別
さ
れ
る
時
に
限
り
、
真
実
の
行

信
を
助
正
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

信Ｑ

法
然
聖
人
の
信
心
の
廃
立
は
あ
る
か
？

Ａ

信
疑
決
判
。

Ｑ

宗
祖
の
相
承
は
？

Ａ
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信

顕
真
実

教

行

証

真
仏
土

疑

顕
方
便

化
身
土

教

大
無
量
寿
経

釈
尊
が
説
法
さ
れ
た
こ
と
ば

行

称
名
を
相
と
し
て
い
る
よ
う
な

本
願
（
因
）
成
就
の
名
号
（
果
）

往
相
回
向

因

信

本
願
成
就
を
疑
い
無
く
信
ず
る

説
法
の
内
容

証

往
生
即
成
仏
の
仏
果

衆
生
往
生
の
因
果

仏
果
の
悲
用

還
相
回
向

果

真
仏
土

仏
果
の
体

回
向
の
本
源

要
門

諸
善

定
善

十
三
観

息
慮
凝
心

心
を
散
ら
さ
ず
一
点
に
集
中
す
る
禅
定

散
善

三
福

散
乱
心

散
乱
心
の
ま
ま
廃
悪
修
善

真
門

弥
陀
念
仏

廃
悪
修
善
の
定
散
心
を
も
っ
て
行
ず
る
念
仏
は
、
本
願
の
大
悲
を
見
失
い
自
力
回
向
の
行
と
勘
違
い
す
る
罪

弘
願
の
行
信
は

非
定
非
散

非
行
非
善

行
者
の
行
に
非
ず
。
行
者
の
善
に
非
ず
。

「
信
文
類
」
大
心
嘆
徳
（『
聖
典
全
書
』
二
巻91

頁
）

凡
大
心
海
を
按
ず
れ
ば
、
︙
︙

非
行
非
善
、
︙
︙
非
定
非
散

第
十
九
願

行

発
菩
提
心

修
諸
功
徳

信

至
心

自
利
真
実

発
願

欲
生

不
定
希
求

第
十
八
願

行

乃
至
十
念

信

至
心
信
楽
欲
生

乃
至

一
多
包
容

従
多
向
少

業
因
門

従
少
向
多

起
行
相
続
門

『
西
方
指
南
抄
』
巻
下

十
一
箇
条
問
答8

（『
聖
典
全
書
』
三
巻1023

頁
）

信
お
ば
一
念
に
生
る
と
と
り
、
行
お
ば
一
形
を
は
げ
む
べ
し

む
ま
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四
、
要
真
二
門
と
権
仮
方
便

①
方
便
行
信
の
設
意

Ｑ

方
便
行
信
の
設
意
如
何
。

Ａ

①
簡
非

選
択
廃
立
の
法
門
が
確
立
す
る
。

②
権
用

大
悲
の
調
育

行

信

①

②

外
教

偽
の
宗
教

我
欲
の
満
足

憎
悪
を
助
長

呪
い
殺
す

聖
道

正
し
い
縁
起
・
因
果
の
道
理
を
説
き

貪
瞋
痴
を
離
れ
苦
か
ら
解
放

安
ら
か
な
悟
り
を
求
め
よ

と
外
教
を
救
う

「
此
の
界
の
中
に
し
て
入
聖
得
果
」（196

）

穢
土
で
悟
り
を
求
め
る
の
で

自
身
の
修
行
能
力
の
弱
さ
を
思
い
知
ら
せ

浄
土
願
生
者
に
育
て
る

要
門

仮

「
安
養
浄
刹
に
し
て
入
聖
証
果
」（197
）

聖
道
門
の
行
者
を
浄
土
門
へ
誘
引
す
る
肝
要
な
法
門

「
仮
令
の
誓
」「
忻
慕
の
釈
」（198

）

諸
行
自
利

廃

聖
道
の
人
に
浄
土
を
忻
慕
さ
せ
る
か
り
に
施
設
さ
れ
た
法
門

「
本
願
章
」

布
施
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
の
諸
行
（1270

）

『
往
生
要
集
』

無
相
の
観
念
（1215

）

有
相
の
観
念

助
念
（1152

）

称
名
（1194

）

自
力
念
仏
行
者
に
育
て
る

真
門

聞
我
名
号
（
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
い
て
）
い
る
う
ち
に

選
択
廻
向
さ
れ
た
大
行
で
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
る

積
植
（
信
罪
福
）
の
心
が
奪
わ
れ
る

称
名

願
力
に
乗
託
す
る
信
心
の
行
者
に
育
て
る

「
果
遂
の
誓
」

三
願
転
入
を
示
し
、
第
十
八
願
へ
果
た
し
遂
げ
る
（210

）

利
他

立

弘
願

真

勧
誘
諸
機

通
入
三
信
（307)

遇
行
信
を
得
ば
遠
く
宿
縁
を
慶
べ
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（
参
考
）
真
実
報
土
と
化
身
土

梯
實
圓
和
上
『
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
講
述
』63

頁

如
来
が
「
大
悲
」
の
本
願
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
浄
土
は
唯
一
の
真
実
報
土
で
あ
る
。
し

か
し
自
力
の
行
者
の
機
感
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
行
者
の
感
見
の
前
に
顕
現
し
て
い
る
浄

土
は
無
数
に
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。た
だ
如
来
は
、方
便
誘
引
の
悲
心
を
も
っ
て
、

行
者
の
機
執
を
強
ち
に
否
定
せ
ず
、
一
応
受
け
容
れ
て
調
機
誘
引
さ
れ
る
か
ら
方
便
化
身

土
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
自
力
の
は
か
ら
い
が
無
く
な
り
、
仏
智
不

思
議
を
納
領
す
る
信
心
の
智
慧
が
開
け
た
瞬
間
に
消
え
て
、
如
来
が
成
就
さ
れ
た
唯
一
な

る
真
実
報
土
が
現
成
し
、
往
生
成
仏
が
実
現
す
る
わ
け
で
あ
る
。

（
山
上
の
つ
ぶ
や
き
）

因
願
酬
報
の
土

第
十
八
願
は

平
等
の
因

を
与
え

平
等
の
果

を
得
さ
せ
る
と
誓
っ
た

本
願
と
い
う
設
計
図
で
浄
土
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
浄
土
に
上
中
下
の
差
別
が
あ
る
な
ら
建
築
基
準
法
違
反
だ
。（
梯
和
上
）

真
仮
皆
是
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
（180

）

誓
願
一
仏
乗
の
お
育
て
は
無
辺
不
断
に
ゆ
き
わ
た
る
。

三
輩
の
お
示
し
は

廃
立
と

調
育
で
あ
っ
た
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②
信
前
信
後
の
助
傍

宗
祖
の
文
に
信
後
弘
願
の
念
仏
生
活
を
「
助
業
」
と
表
現
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
念
仏
の
生

活
を
窺
う
と
思
わ
れ
る
ご
文
を
挙
げ
て
お
く
の
で
、
ご
批
判
ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
。

信
前
の
助
傍

化
身
土
文
類

要
門
釈

信
後
の
助
傍

同
類
の
助
業

●
身
業
礼
拝
門

『
浄
土
和
讃
』
讃
弥
陀
偈
讃
（『
聖
典
全
書
』
二
巻353

頁355
頁
）（『
註
釈
版
』562

頁
）

(

三
五)

七
寶
講
堂
道
場
樹

方
便
化
身
の
淨
土
な
り

十
方
來
生
き
は
も
な
し

講
堂
道
場
禮
す
べ
し

(

四
一)

淸
風
寶
樹
を
ふ
く
と
き
は

い
つ
ゝ
の
音
聲
い
だ
し
つ
ゝ

宮
商
和
し
て
自
然
な
り

淸
淨
勳
を
禮
す
べ
し

『
法
事
讃
』（『
聖
典
全
書
』
一
巻806

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇515

頁
）

道
場
の
大
衆
裏
あ
ひ
と
も
に
心
を
至
し
て
敬
礼
し
、
常
住
の
仏
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
。

道
場
の
大
衆
裏
あ
ひ
と
も
に
心
を
至
し
て
敬
礼
し
、
常
住
の
法
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
。

道
場
の
大
衆
裏
あ
ひ
と
も
に
心
を
至
し
て
敬
礼
し
、
常
住
の
僧
に
南
無
し
た
て
ま
つ
る
。

口
業
讃
嘆
門

偈
の
制
作
『
正
信
念
仏
偈
』『
入
出
二
門
偈
』
な
ど

『
和
讃
』
の
執
筆

フ
リ
ガ
ナ
付
き
、
今
様
形
式
の
口
業
讃
嘆
を
勧
め
ら
れ
た
。

圏
発
点
の
朱
筆
で
口
業
讃
嘆
を
勧
め
る
。
国
宝
本
高
僧
和
讃
旧
表
紙
見
返
り
に
見
え
る
。

（『
聖
典
全
書
』
二
巻402

頁
）
圏
発
点
は
音
律
を
つ
け
て
詠
唱
す
る
上
で
施
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

（
平
松
礼
三
）

『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』
法
然
上
人
伝
全
集

616P

聲
明
を
興
行
せ
ら
れ
け
る
こ
と
は
、
聲
佛
事
を
な
す
い
は
れ
あ
れ
ば
、
極
樂
の
寶
樹
寶
池
の
浪
の
を

と
、
風
の
こ
ゑ
も
、
み
な
苦
空
を
と
な
へ
常
樂
を
し
ら
ぶ
。
こ
れ
に
な
ず
ら
へ
て
、
本
願
の
妙
理
を

あ
ら
は
し
、
念
佛
の
氣
味
を
ま
さ
ん
が
た
め
に
五
音
を
と
と
の
へ
七
聲
を
た
だ
し
く
し
て
、
彼
依
正

二
報
を
嘆
ず
べ
し
。
然
者
聽
聞

隨
喜
の
た
ぐ
ひ
、
入
宗
の
方
便
と
な
り
ぬ
べ
し
、
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『
改
邪
鈔
』14

（『
註
釈
版
』214

頁
）

そ
れ
五
音
七
声
は
人
々
生
得
の
ひ
び
き
な
り
。
弥
陀
浄
国
の
水
・
鳥
・
樹
林
の
さ
へ
ず
る
音
、
み

な
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
に
か
た
ど
れ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
曾
祖
師
聖
人
（
源
空
）
の
わ
が
朝
に
応

を
垂
れ
ま
し
ま
し
て
真
宗
を
弘
興
の
は
じ
め
、
声
、
仏
事
を
な
す
い
は
れ
あ
れ
ば
と
て
、
か
の
浄
土

の
依
報
の
し
ら
べ
を
ま
な
ん
で
、迦
陵
頻
伽
の
ご
と
く
な
る
能
声
を
え
ら
ん
で
念
仏
を
修
せ
し
め
て
、

万
人
の
き
き
を
よ
ろ
こ
ば
し
め
、
随
喜
せ
し
め
た
ま
ひ
け
り
。
そ
れ
よ
り
こ
の
か
た
、
わ
が
朝
に
一

念
・
多
念
の
声
明
あ
ひ
わ
か
れ
て
、
い
ま
に
か
た
の
ご
と
く
余
塵
を
の
こ
さ
る
。

（
中
略
）

詮
ず
る
と
こ
ろ
、
た
だ
お
の
れ
が
声
の
生
得
な
る
に
ま
か
せ
て
、
田
舎
の
声
は
力
な
く
な
ま
り
て
念

仏
し
、
王
城
の
声
は
な
ま
ら
ざ
る
お
の
れ
な
り
の
声
を
も
つ
て
念
仏
す
べ
き
な
り
。
声
、
仏
事
を
な

す
い
は
れ
も
か
く
の
ご
と
く
の
結
縁
分
な
り
。
音
曲
さ
ら
に
報
土
往
生
の
真
因
に
あ
ら
ず
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻624

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇655

頁
）

「
称
仏
六
字
」
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
六
字
を
と
な
ふ
る
と
な
り
。「
即
嘆
仏
」
と

讃
嘆

い
ふ
は
、す
な
は
ち
南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
る
は
仏
を
ほ
め
た
て
ま
つ
る
に
な
る
と
な
り
。

ま
た
「
即
懺
悔
」
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
と
な
ふ
る
は
、
す
な
は
ち
無
始
よ
り
こ
の

か
た
の
罪
業
を
懺
悔
す
る
に
な
る
と
申
す
な
り
。「
即
発
願
回
向
」
と
い
ふ
は
、
南
無
阿
弥

陀
仏
を
と
な
ふ
る
は
、
す
な
は
ち
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
お
も
ふ
に
な
る
な
り
、
ま
た
一

回
向

切
衆
生
に
こ
の
功
徳
を
あ
た
ふ
る
に
な
る
と
な
り
。「
一
切
善
根
荘
厳
浄
土
」
と
い
ふ
は
、

阿
弥
陀
の
三
字
に
一
切
善
根
を
を
さ
め
た
ま
へ
る
ゆ
ゑ
に
、
名
号
を
と
な
ふ
る
は
す
な
は
ち

浄
土
荘
厳

浄
土
を
荘
厳
す
る
に
な
る
と
し
る
べ
し
と
な
り
と
。
智
栄
禅
師
、
善
導
を
ほ
め
た
ま
へ
る
な

り
。

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』8

（『
聖
典
全
書
』
二
巻833

頁
）

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』40

（『
註
釈
版
』806

頁
）

回
向

一
念
の
ほ
か
に
あ
ま
る
と
こ
ろ
の
御
念
佛
を
法
界
衆
生
に
廻
向
す
と
さ
ふ
ら
ふ
は
、
釋
迦
・

彌
陀
如
來
の
御
恩
を
報
じ
ま
い
ら
せ
ん
と
て
、十
方
衆
生
に
廻
向
せ
ら
れ
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
は
、

さ
る
べ
く
さ
ふ
ら
へ

『
正
像
末
和
讃
』
聖
徳
奉
讃
（『
聖
典
全
書
』
二
巻513

頁
）（『
註
釈
版
』
七
祖
篇513

頁
）

(

八
七)

他
力
の
信
を
え
ん
ひ
と
は

佛
恩
報
ぜ
ん
た
め
に
と
て

如
來
二
種
の
廻
向
を

十
方
に
ひ
と
し
く
ひ
ろ
む
べ
し

異
類
の
助
業

●
廃
悪
修
善

『
末
灯
鈔
』
末20

（『
聖
典
全
書
』
二
巻811

頁
）（『
註
釈
版
』738

頁
）
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信
前

ま
づ
を
の
を
の
の
、
む
か
し
は
彌
陀
の
ち
か
ひ
を
も
し
ら
ず
、
阿
彌
陀
佛
を
も
ま
ふ
さ
ず
お

は
し
ま
し
さ
ふ
ら
ふ
し
が
、
釋
迦
・
彌
陀
の
御
方
便
に
も
よ
ほ
さ
れ
て
、
い
ま
彌
陀
の
ち
か

ひ
を
も
き
き
は
じ
め
て
お
は
し
ま
す
身
に
て
さ
ふ
ら
ふ
な
り
。
も
と
は
无
明
の
さ
け
に
ゑ
ひ

ふ
し
て
、
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
癡
の
三
毒
を
の
み
こ
の
み
め
し
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
つ
る
に
、
佛

信
後

の
ち
か
ひ
を
き
き
は
じ
め
し
よ
り
、
无
明
の
ゑ
ひ
も
や
う
や
う
す
こ
し
づ
ゝ
さ
め
、
三
毒
を

阿
弥
陀
仏
の
薬

も
す
こ
し
づ
ゝ
こ
の
ま
ず
し
て
、
阿
彌
陀
佛
の
く
す
り
を
つ
ね
に
こ
の
み
め
す
身
と
な
り
て

お
は
し
ま
し
あ
ふ
て
さ
ふ
ら
ふ
ぞ
か
し
。

︙
︙
中
略

前

も
と
こ
そ
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
て
あ
し
き
こ
と
を
も
お
も
ひ
、
あ
し
き
こ
と
を
も
ふ
る
ま
ひ

な
む
ど
せ
し
か
ど
も
、

後

い
ま
は
さ
や
う
の
こ
ゝ
ろ
を
す
て
む
と
お
ぼ
し
め
し
あ
は
せ
た
ま
は
ゞ
こ
そ
、
世
を
い
と
ふ

し
る
し
に
て
も
さ
ふ
ら
は
め
。

（
信
後
は
）
も
と
も
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
て
惡
事
を
も
ふ
る
ま
ひ
な
ん
ど
せ
じ
と
お
ぼ
し
め
し
あ
は
せ
た
ま
は
ゞ

こ
そ
、
世
を
い
と
ふ
し
る
し
に
て
も
さ
ふ
ら
は
め
。

中
輩

『
法
事
讃
』（『
註
釈
版
』
七
祖
篇528

頁
）

一
切
の
仏
と
舎
利
な
ら
び
に
真
法
と
菩
薩
・
声
聞
衆
に
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。
こ
の
香
華
雲
荘
厳
供
養
海
を
受

け
た
ま
へ
。

世
善

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
』7

（『
聖
典
全
書
』
二
巻830

頁
）

『
親
鸞
聖
人
御
消
息
』25

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇784

頁
）

国
家
社
会
の
公
念
佛
ま
ふ
さ
ん
ひ
と
び
と
は
、
わ
が
御
身
の
料
は
お
ぼ
し
め
さ
ず
と
も
、

の
秩
序
平
和

朝
家
の
御
た
め
、（
オ
オ
ヤ
ケ
ノ
オ
ン
タ
メ
ト
マ
フ
ス
ナ
リ
）

国
の
民
、
百
姓
、
國
民
の
た
め
に
、（
ク
ニ
ノ
タ
ミ
ヒ
ャ
ク
シ
ョ
ウ
）

庶
民
の
平
和
福
念
佛
を
ま
ふ
し
あ
は
せ
た
ま
ひ
さ
ふ
ら
は
ゞ
、
め
で
た
ふ
さ
ふ
ら
ふ
べ
し
。

祉世
の
中
の
平
和
世
の
な
か
安
穩
な
れ
、
佛
法
ひ
ろ
ま
れ

安
穏

雑
行

他
仏
他
菩
薩

『
法
事
讃
』（『
註
釈
版
』
七
祖
篇530

頁
）

【30

】

行
道
の
讃
梵
の
偈
に
い
は
く
、

弥
陀
世
尊
を
奉
請
す
道
場
に
入
り
た
ま
へ
［
散
華
楽
］

釈
迦
如
来
を
奉
請
す
道
場
に
入
り
た
ま
へ
［
散
華
楽
］

十
方
の
如
来
を
奉
請
す
道
場
に
入
り
た
ま
へ
［
散
華
楽
］
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【
参
考

平
成
十
九
年

「
正
助
二
業
」

本
山
判
決
】

〔
題
意
〕

善
導
大
師
に
は
じ
ま
り
、
法
然
聖
人
、
親
鸞
聖
人
と
伝
承
さ
れ
て
き
た
浄
土
真
宗
の
行
業
論
に
お
い
て
、
正

助
二
業
論
が
し
め
る
位
置
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
究
す
る
。

〔
出
拠
〕

①
『
散
善
義
』

就
行
立
信
釈

②
『
選
択
集
』

二
行
章
、
三
輩
章
、
三
選
の
文

③
「
化
身
上
文
類
」

要
門
釈

④
『
愚
禿
鈔
』
下
巻

そ
の
他

〔
釈
名
と
物
体
〕

正
助
二
業
の
正
と
は
正
定
業
の
略
称
、
助
と
は
助
業
の
略
称
で
あ
る
。
正
定
業
と
は
、
正
は
正
当
、
正
直
の

義
、
定
と
は
決
定
の
義
、
業
と
は
行
業
の
義
で
、
正
定
業
と
は
正
当
な
る
決
定
往
生
の
因
と
な
る
行
業
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
助
に
対
し
て
正
と
言
う
場
合
は
、
補
佐
に
対
し
て
君
、
長
、
主
の
義
に
な
る
。

助
と
は
扶
助
、
資
助
、
補
佐
の
意
味
で
、
主
な
る
者
を
助
け
て
事
業
を
成
就
さ
せ
る
は
た
ら
き
を
持
つ
も
の

を
い
う
。
し
た
が
っ
て
主
で
あ
り
、
君
長
で
あ
る
称
名
を
扶
助
し
、
資
助
す
る
行
業
を
助
業
と
い
う
。
し
か
し

助
を
随
伴
の
意
味
で
解
釈
す
る
人
も
あ
る
。
も
っ
と
も
助
に
随
伴
の
義
は
直
接
に
は
出
て
こ
な
い
か
ら
、
宗
義

に
よ
っ
て
与
え
た
釈
名
と
い
え
よ
う
。

な
お
正
定
業
の
行
体
は
、
五
正
行
中
の
第
四
の
称
名
を
い
い
、
助
業
の
行
体
は
読
誦
、
観
察
、
礼
拝
、
讃
嘆

供
養
の
四
行
を
い
う
。
た
だ
し
讃
嘆
と
供
養
を
分
け
れ
ば
五
行
と
な
る
。

〔
義
相
〕

①

善
導
大
師
の
正
助
二
業
説

『
散
善
義
』
の
深
心
釈
下
に
就
行
立
信
釈
を
施
し
、
所
信
の
行
法
を
簡
択
し
て
、
一
切
の
往
生
行
を
正
行
と

雑
行
に
分
判
し
、
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
べ
き
こ
と
を
明
か
し
、
さ
ら
に
正
行
に
つ
い
て
正
定
業
と
助
業

と
を
分
別
し
て
、
所
信
の
行
業
は
称
名
一
行
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
称
名
の
み
を
正
定
業
と
す
る
の
は
そ

れ
が
第
十
八
願
所
誓
の
行
で
あ
り
、
決
定
往
生
の
行
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

な
お
正
行
と
は
正
当
な
往
生
行
と
い
う
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
所
対
と
し
た
本
来
の
往
生
行
を

い
い
、
雑
行
と
は
、
本
来
は
此
土
入
聖
の
行
で
あ
っ
た
の
を
往
生
行
に
転
換
し
た
も
の
で
、
非
往
生
行
を
往
生

行
と
し
た
、
邪
雑
の
行
で
あ
る
か
ら
雑
行
と
い
う
。
ま
た
そ
の
行
体
は
諸
善
万
行
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
雑
多
で

あ
り
、
ま
た
人
天
乗
、
三
乗
の
行
が
雑
っ
た
雑?

の
行
で
あ
る
か
ら
雑
行
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
詳
細
は
正

雑
二
行
論
に
譲
る
。
な
お
就
行
立
信
釈
で
は
、
正
定
業
を
主
と
し
て
正
助
二
業
を
修
す
る
者
に
は
、
親
、
近
、

憶
念
不
断
（
無
間
）
の
徳
が
あ
っ
て
、
決
定
往
生
の
果
を
得
る
が
、
雑
行
は
疎
、
遠
で
あ
り
、
憶
念
間
断
す
る

か
ら
、
決
定
業
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

『
往
生
礼
讃
』
前
序
に
は
、
安
心
と
起
行
と
作
業
と
い
う
三
門
を
も
っ
て
浄
土
教
の
信
行
を
顕
し
、
六
時
礼

讃
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
浄
土
教
儀
礼
を
教
義
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
安
心
門
と
は
往
生
の
因
で
あ
る
信

心
を
安
立
す
る
法
門
と
い
う
こ
と
で
、『
観
経
』
の
三
心
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
心
は
深
心
に
帰
し
、
深
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心
は
煩
悩
具
足
の
凡
夫
が
本
願
の
称
名
を
決
定
往
生
の
行
と
信
ず
る
と
い
う
二
種
深
信
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
は
称
名
一
行
を
正
定
業
と
す
る
「
散
善
義
」
の
就
行
立
信
釈
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
起
行
門
と
は

安
心
門
に
お
い
て
確
立
し
た
念
仏
往
生
の
信
心
が
相
続
し
て
行
を
起
こ
し
て
い
く
あ
り
さ
ま
を
示
し
た
も
の

で
、『
浄
土
論
』
に
よ
っ
て
礼
拝
、
讃
嘆
、
観
察
、
作
願
、
回
向
の
五
念
門
と
し
て
示
さ
れ
る
。
し
か
し
作
願

・
観
察
二
門
の
順
序
を
変
え
て
止
観
中
心
の
行
業
体
系
と
区
別
し
、
ま
た
讃
嘆
門
下
の
称
名
を
安
心
門
に
く
り

あ
げ
て
広
讃
と
し
、
五
念
門
全
体
を
念
仏
往
生
の
信
心
の
相
続
相
と
し
て
の
浄
土
教
儀
礼
を
意
味
付
け
ら
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
作
業
門
と
は
、
起
行
に
お
け
る
能
修
の
心
得
と
修
相
を
四
修
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
安
心
門
で
は
念
仏
往
生
の
正
因
決
定
を
二
種
深
信
を
中
心
に
明
か
し
、
起
行
門
と
作
業
門
と
で
は

仏
恩
を
念
報
し
自
行
化
他
す
る
相
続
行
と
し
て
の
儀
礼
を
中
心
に
明
か
さ
れ
て
い
た
。そ
の
両
者
の
関
係
を『
往

生
礼
讃
』「
日
中
讃
」
に
は
「
五
門
相
続
し
て
三
因
を
助
く
」（『
註
釈
版
聖
典
』
七
祖
篇
・
七
〇
四
頁
）
と
い

い
、『
法
事
讃
』
上
に
は
「
三
因
・
五
念
畢
命
を
期
と
な
し
、
正
助
・
四
修
す
な
は
ち
刹
那
も
間
な
く
」（『
同

右
』五
〇
九
頁
）等
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
両
者
は
所
助
と
能
助
の
あ
り
方
を
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
と
合
わ
せ
る
と
「
散
善
義
」
の
称
名
正
定
業
は
、
安
心
門
か
ら
立
つ
往
生
の
業
因
を
あ
ら
わ
す
名
で
あ
り
、

助
業
は
浄
土
願
生
者
と
し
て
相
応
し
い
相
続
起
行
を
顕
わ
す
宗
教
儀
礼
等
の
行
業
の
実
践
を
勧
励
す
る
名
目
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
正
定
業
と
助
業
と
は
業
因
門
に
お
け
る
対
目
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
た
だ
し
起
行
門
で
は
、
正
定
業
た
る
念
仏
を
中
心
に
五
念
門
行
が
相
続
し
て
い
く
か
ら
、
両
者
の
間
に
主

伴
の
関
係
が
成
立
す
る
。
そ
れ
を
正
業
と
助
業
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

②
法
然
聖
人
の
正
助
二
業
説

法
然
聖
人
は
、「
散
善
義
」
の
就
行
立
信
釈
を
う
け
て
、
二
行
章
で
は
正
雑
二
行
を
廃
立
す
る
た
め
に
五
番

の
得
失
を
判
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
五
番
の
得
を
正
助
二
業
の
得
と
し
て
顕
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か

し
そ
れ
は
助
業
が
持
っ
て
い
た
得
で
は
な
く
て
称
名
の
得
を
助
業
に
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
不
廻

向
廻
向
対
を
論
証
す
る
の
に
六
字
釈
を
引
用
し
、
名
号
の
徳
義
と
し
て
廻
向
が
あ
る
か
ら
、
機
の
廻
向
は
不
用

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
正
定
業
と
助
業
と
で
は
、
本
願
行
と
非
本
願
行
の
違

い
が
あ
る
と
明
言
し
、
ま
た
三
輩
章
で
は
廃
立
・
助
正
・
傍
正
の
二
義
の
中
で
は
、
善
導
大
師
に
よ
っ
て
廃
立

の
一
義
に
よ
っ
て
業
因
を
決
着
さ
れ
て
い
た
。
特
に
三
選
の
文
で
は
、
聖
浄
二
門
、
正
雑
二
行
の
取
捨
を
明
ら

か
に
し
、
最
後
に
正
助
二
業
に
つ
い
て
、「
な
ほ
助
業
を
傍
ら
に
し
て
選
び
て
正
定
を
も
つ
ぱ
ら
に
す
べ
し
」

と
い
い
、
正
助
二
業
の
選
択
を
明
か
し
て
「
称
名
必
得
生
、
依
仏
本
願
故
」
と
断
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
法
然
聖
人
が
、
選
択
本
願
に
よ
っ
て
往
生
の
業
因
を
顕
わ
さ
れ
る
時
に
は
、
雑
行
は
勿
論
、
助
業
も
廃

し
て
、
た
だ
称
名
一
行
に
よ
る
報
土
往
生
を
主
張
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
を
ま
た
「
諸
人
伝
説
の
詞
」

に
は
「
本
願
の
念
仏
は
、
ひ
と
り
だ
ち
を
せ
さ
せ
て
助
を
さ
さ
ぬ
也
。
助
さ
す
程
の
人
は
、
極
楽
の
辺
地
に
む

ま
る
。」（『
真
宗
聖
教
全
書
』
四
・
六
六
二
頁
）
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

③
親
鸞
聖
人
の
正
助
二
業
説

親
鸞
聖
人
は
、
法
然
聖
人
の
意
を
受
け
て
、『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
、
三
選
の
文
の
「
な
ほ
助
業
を
傍
ら
に

し
て
選
び
て
正
定
を
も
つ
ぱ
ら
に
す
べ
し
」
を
「
正
行
を
修
せ
ん
と
欲
は
ば
、
正
行
・
助
業
二
つ
の
な
か
に
助

業
を
さ
し
お
く
べ
し
と
な
り
。
選
応
専
正
定
と
い
ふ
は
、
選
び
て
正
定
の
業
を
ふ
た
ご
こ
ろ
な
く
修
す
べ
し
と

な
り
」
と
釈
さ
れ
て
い
た
。「
助
業
を
傍
ら
に
せ
よ
」
を
「
さ
し
お
く
べ
し
」
と
言
い
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

助
業
と
正
定
業
の
廃
立
の
関
係
が
決
定
的
に
な
る
。
ま
た
「
二
心
な
く
」
と
は
一
心
を
顕
わ
し
て
い
る
か
ら
、

三
選
の
文
は
、
行
は
称
名
一
行
、
信
は
無
疑
の
一
心
と
い
う
一
行
一
心
を
顕
わ
す
と
領
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
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分
か
る
。

『
教
行
証
文
類
』
で
も
こ
の
筆
格
は
変
わ
ら
な
い
。
真
実
の
行
信
を
顕
わ
す
「
行
文
類
」
で
は
、
助
正
の
分

別
は
さ
れ
ず
、
専
ら
念
仏
一
行
に
つ
い
て
そ
の
徳
を
讃
嘆
し
一
乗
の
行
法
を
顕
わ
し
、「
信
文
類
」
で
も
、
助

正
の
沙
汰
は
さ
れ
ず
、
三
心
を
一
心
に
収
め
て
機
受
の
相
を
顕
わ
さ
れ
て
い
た
。
真
実
の
行
信
は
、
五
正
行
で

も
助
正
で
も
な
く
、
無
疑
の
一
心
を
も
っ
て
、
名
号
の
一
行
を
受
行
す
る
と
い
う
一
行
一
心
の
法
門
と
し
て
顕

わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
雑
行
は
も
ち
ろ
ん
五
正
行
、
助
正
二
業
、
専
雑
二
修
等
は
す
べ
て
「
化
身
上
文
類
」
で
詳
細

に
明
か
さ
れ
て
い
く
。「
化
身
上
文
類
」
要
門
釈
に
第
十
九
願
を
釈
し
て
「
こ
の
願
の
行
信
に
よ
り
て
、
浄
土

の
要
門
、
方
便
権
仮
を
顕
開
す
。
こ
の
要
門
よ
り
正
・
助
・
雑
の
三
行
を
出
せ
り
」（『
註
釈
版
聖
典
』・
三
九

二
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
た
。「
正
助
雑
の
三
行
」
は
要
門
か
ら
出
た
方
便
仮
門
の
行
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
を
釈
し
て
「
正
と
は
五
種
の
正
行
な
り
。
助
と
は
名
号
を
除
き
て
以
外
の
五
種
こ
れ
な
り
。
雑
行

と
は
、
正
助
を
除
き
て
以
外
を
こ
と
ご
と
く
雑
行
と
名
づ
く
。
こ
れ
す
な
は
ち
横
出
・
漸
教
、
定
散
・
三
福
、

三
輩
・
九
品
、
自
力
仮
門
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
除
か
れ
た
「
名
号
」
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
正

定
業
で
あ
る
弘
願
他
力
の
称
名
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
要
門
か
ら
出
た
行
で
は
な
く
選
択
本
願
か
ら
出
た
本
願
力

廻
向
の
行
で
あ
っ
た
か
ら
除
か
れ
た
の
で
あ
る
。「
行
文
類
」
で
は
、
五
願
開
示
の
上
で
「
然
る
に
こ
の
行
は

大
悲
の
願
よ
り
出
で
た
り
」
と
言
い
、
第
十
七
願
に
よ
っ
て
回
向
さ
れ
た
行
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ

を
称
名
と
言
わ
ず
に
敢
え
て
名
号
と
言
わ
れ
た
の
は
、
称
名
即
名
号
で
あ
る
よ
う
な
真
実
大
行
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。「
化
身
土
文
類
」
で
は
、
こ
の
後
す
ぐ
に
、「
す
で
に
真
実
行
の
な
か
に
顕
わ
し
を
は
ん
ぬ
」
と
い
わ

れ
た
横
超
の
大
行
を
指
し
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
で
「
五
種
の
正
行
」
と
は
、
五
正
行
の
一
々
を
専
修
す
る
自
力
の
「
五
専
」
を
指
し
て

い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
「
助
と
は
名
号
を
除
き
て
以
外
の
五
種
こ
れ
な
り
」
と
い
わ
れ
た
の
は
、

四
種
の
助
業
に
、
機
執
に
よ
っ
て
万
行
随
一
の
位
に
落
在
し
て
い
る
要
門
位
の
称
名
を
加
え
て
、
五
正
行
全
体

を
助
業
の
分
斉
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
愚
禿
鈔
』
下
に
、
弥
陀
念
仏
に
定
心
念
仏
（
観
察
）

と
散
心
念
仏
（
称
名
）
を
わ
け
、
正
行
の
散
行
を
読
誦
、
礼
拝
、
讃
嘆
、
供
養
の
四
種
に
分
類
し
、
そ
れ
ら
を

ま
と
め
て
、「
上
よ
り
こ
の
か
た
定
散
六
種
兼
行
す
る
が
ゆ
ゑ
に
雑
修
と
い
ふ
、
こ
れ
を
助
業
と
名
づ
く
。
名

づ
け
て
方
便
仮
門
と
な
す
。
ま
た
浄
土
の
要
門
と
名
づ
く
る
な
り
」（『
註
釈
版
聖
典
』・
五
三
〇
頁
）
と
い
わ

れ
た
釈
と
照
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
助
正
兼
行
し
て
い
る
五
正
行
は
、
五
行
全
体
が
助
業
並
み
の

要
門
位
の
行
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
助
業
は
行
体
で
は
な
く
分
斉
を
顕
わ
し
て
い
た
。

な
お
親
鸞
聖
人
は
、
正
定
業
と
助
業
と
に
、
本
願
行
と
非
本
願
行
と
の
区
別
を
付
け
ず
に
並
列
し
て
修
し
て

い
る
あ
り
さ
ま
を
助
正
兼
行
と
い
い
、
雑
修
と
も
名
付
け
ら
れ
て
い
た
。「
善
導
和
讃
」
に

助
正
な
ら
べ
て
修
す
る
を
ば

す
な
は
ち
雑
修
と
な
づ
け
た
り

一
心
を
え
ざ
る
ひ
と
な
れ
ば

仏
恩
報
ず
る
こ
こ
ろ
な
し

（『
註
釈
版
聖
典
』・
六
九
〇
頁
）

と
い
わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
う
し
て
親
鸞
聖
人
が
助
正
法
門
を
論
じ
ら
れ
る
の
は
方
便
の
行
信
を
簡
別
さ
れ
る
時
に
限
り
、
真
実
の
行

信
を
助
正
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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以
上
。
何
か
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
ご
指
導
下
さ
い
。

〒
五
九
九
︱
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com
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